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 令和８年第２回平取町議会定例会 （開 会 午前 ９時３０分） 

 

四 戸 副 議
長 

皆さん、おはようござ います。本日、議長に 事故があるため、地方 自治法第１
０６条第１項の規定に より、副議長の私が議 長の職務を執らせてい ただきます
ので、よろしくお願いいたします。 

ただいまの出席議員は 、８名であり、定足数 に達していますので会 議は成立し
ます。ただいまより、 令和８年第２回平取町 議会定例会を開会しま す。それで
は直ちに本日の会議を開きます。 

日程第１、会議録署名 議員の指名を行います 。会議録署名議員は、 会議規則第
１２２条の規定により４番木村議員と５番金谷議員を指名します。 

日程第２、会期の決定 を議題とします。この ことについては、３月 ２日に議会
運営委員会を開催し、 協議をしておりますの で、その結果を議会運 営委員長よ
り報告願います。３番松澤議員。 

 

３番 

松澤議員 

本日招集されました、 令和８年第２回町議会 定例会の議会運営等に つきまして
は、３月２日に開催しました議会運営委員会において協議し、会期については、
本日３月６日から、３ 月１３日までの８日間 とすることで、意見の 一致をみて
おりますので、議長よりお諮り願います。 

 

四 戸 副 議
長 

お諮りします。ただい ま、議会運営委員長よ り報告がありましたと おり、会期
は 本 日 ３ 月 ６ 日 か ら ３ 月 １ ３ 日 ま で の ８ 日 間 と す る こ と に ご 異 議 あ り ま せ ん
か。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。 したがって、会期は本 日３月６日から、３月 １３日まで
の８日間と決定しました。 

日程第３、諸般の報告 を行います。監査委員 より、令和７年１１月 分、１２月
分及び令和８年１月分 の出納検査の結果報告 、並びに財務に関する 事務の執行
及び経営に係る事業の 管理の監査の結果報告 が提出されましたので 、その報告
の写しをお手元に配付 しております。次に、 日高西部消防組合議会 、胆振東部
日高西部衛生組合議会 に関する報告がありま したので、その写しを お手元に配
付しております。次に 、郵送による陳情、閉 会中の諸事業について 、配付資料
のとおり報告いたします。以上で諸般の報告を終了いたします。 

日程第４、行政報告を 行います。町より行政 報告の申し出がありま したので、
これを許します。教育長。 

 

教育長 令和７年１２月定例議 会以降における諸般の 教育行政について、報 告いたしま
す。１点目、「町内小中学校の状況」についてでありますが、１２月１９日に中
学校、２５日に小学校 の終業式が行われ冬休 みに入っております。 冬休み中は
事故等もなく１月１４ 日から２０日に中学校 、小学校の始業式が行 われており
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ます。１月中旬からは 私立高校や公立高校推 薦等の入学試験が始ま り、３月４
日、５日には公立高等 学校の一般入試が行わ れたところであります 。平取高校
の出願状況は、地元・ 道内外から３３名とな っています。３月に入 り、各学校
では卒業生を送る会な どが実施され、３月１ ３日には中学校、３月 １９日から
各小学校で順次卒業式が行われます。２点目、令和７年度全国体力・運動能力、
運動習慣等調査結果に ついてでありますが、 児童生徒の体力や生活 習慣、食習
慣、運動習慣の状況を 把握し、体育・健康に 関する改善と指導を図 るものとな
っており、小学校５年 生、中学校２年生を対 象として実施いたしま した。全体
の傾向として、握力が やや高めで、体力合計 点は、中２男子以外は やや低い状
況になっております。 平取町としては、今後 も体育専科教員を活用 した指導体
制の充実と、ＩＣＴ活 用等による体育の授業 改善の推進や栄養教諭 による定期
的な指導及び食育の推 進などを考え進めてい きます。次に、３点目 のいじめ問
題に関する児童生徒実 態把握調査結果であり ます。北海道教育委員 会が年２回
行っています調査の中 で、直近のものとして 、昨年１１月における アンケート
調査の結果となります が、町内小中学校児童 生徒２９３名の回答状 況となって
おります。「いやな思いをしたことがあるか」との問いに対して「ある」と答え
た者は４９件で、内容 は様々ですが、その回 答を重く捉え、学校は 早期に担任
が中心となり、関係す る児童生徒への聞き取 りを行い、保護者とも 内容を共有
し、協力するなどして 指導し、現在は解決し たとの報告を受けてお ります。い
じめは「からかい」や 「いじり」など、ささ いなことから重大な事 案になるこ
ともありますので、今 後も学校では注意深く 、児童生徒の状況を見 守るととも
に「いじめは絶対に許 されない行為である」 ということを指導して いくよう学
校に指示しております 。また、スクールカウ ンセラーやスクールソ ーシャルワ
ーカーが訪問時には、 子ども達の悩みや相談 を受けながら、子ども 同士の関係
性を把握するとともに 、教職員や保護者とも 信頼関係を深め連携し 、いじめ防
止に向けた取り組みを 進めております。続い て４点目の体罰に関す る実態把握
調査結果でありますが 、今年１月に小中学校 ７校の教員、小学校で は保護者、
中学校では生徒及び保 護者に対してアンケー ト調査票の配布を行い 、回収につ
いては調査票またはウ ェブで行い、回答内容 の点検、確認作業を終 えたところ
であります。回答状況 につきましては、平取 町においては体罰の実 態はありま
せんでした。今後も各 学校においては、児童 生徒に対する言葉を含 めた体罰防
止に向け、共通認識を教職員間で図ることの徹底に努めてまいります。最後に、
令和７年度平取町教育 奨励表彰被表彰者の決 定及び授与式の実施に ついて報告
申し上げます。本年度 における教育奨励表彰 については、１月３０ 日開催の教
育委員会で被表彰者の 決定をし、去る２月１ ８日に表彰授与式を実 施したとこ
ろであります。社会教 育奨励賞では日高雅楽 会、スポーツ奨励賞１ 名、芸術文
化奨励７名となってお ります。被表彰者に係 る実績の内容等につい ては別紙に
記載となっております ので、説明は省略させ ていただきます。以上 、昨年１２
月議会定例会からこれまでの主な教育行政に係る報告とさせていただきます。 



- 3 - 

 

四 戸 副 議
長 

以上で行政報告を終了します。 

日程第５、議案第１号 、平取町総合計画の策 定等に関する条例の制 定について
を議題とします。提案理由の説明を求めます。まちづくり課長。 

 

ま ち づ く
り課長 

平 取 町 総 合 計 画 策 定 等 に 関 す る 条 例 の 制 定 に つ い て を ご 説 明 申 し 上 げ ま す の
で、議案書の１ページ をご覧ください。平取 町総合計画の策定等に 関する条例
を次のとおり制定しよ うとするものです。提 案理由を申し上げます 。平取町自
治基本条例第１７条に おいて、総合的かつ計 画的な町政運営を行う ため、総合
計画を、町民参加及び 議会の議決を経て策定 すること、基本構想、 基本計画で
構成すること、総合計 画が最上位計画と位置 づけられることなど、 基本事項が
定められております。 本条例案は、この基本 事項に沿って総合計画 の策定等に
関し必要な事項を定め ることにより、総合的 かつ計画的な町政運営 を図るべく
制定しようとするもの でございます。それで は内容についてご説明 いたします
ので、議案書の２ペー ジをお開きください。 目次部分につきまして は、記載の
とおりです。全４章、 第１条から第１４条及 び附則で構成をされて おります。
第１条、趣旨において 、本条例案の趣旨であ る総合計画の策定等に 関し必要な
事項を定めることを明 らかにしています。第 ２条では、総合計画の 構成につい
て定めています。平取 町自治基本条例第１７ 条において、基本構想 と基本計画
で構成することが規定 されておりますが、基 本構想及び基本計画を より具体的
に定義しています。第 ３条では、町長の諮問 機関として平取町総合 計画審議会
を設置することを定めています。第４条において、審議会の委員は若干名とし、
第２項の各号において 、委員を委嘱する方々 について定めておりま す。現行の
審議会構成を前提とし て各号を定めておりま す。第５条で、審議会 委員の任期
を２年とすること、補 欠、再任及び解職につ いて記載のとおり規定 をしており
ます。第６条では、審 議会委員の互選により 会長及び副会長を置く こと、会長
及び副会長の職務について定めております。議案書の３ページをご覧ください。
第７条で、審議会の会 議について招集、進行 、成立要件及び議事の 可否に決す
る手順について定めて おります。第８条では 、委員以外の出席につ いて、第９
条で、庶務の所管につ いて記載のとおり定め ております。第１０条 は、定めの
ない必要事項の委任に ついて規定をしており ます。第１１条では、 町長が審議
会に諮問する内容につ いて定めております。 第２項では、基本計画 の一部変更
についても、必要に応じ諮問することとしております。第１２条、議会の議決、
第１３条、総合計画の 公表については記載の とおりです。第１４条 は、本条例
案の委任事項について 、別に定めるとしてお ります。最後に附則と して、公布
の日から施行すること とし、平取町総合振興 計画審議会条例は廃止 することと
しております。以上ご 説明いたしましたので 、ご審議のほどよろし くお願いい
たします。 
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四 戸 副 議
長 

説明が終わりましたの でこれから質疑を行い ます。質疑はありませ んか。６番
崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

６番崎廣です。議案第 １号、平取町総合計画 の策定に関する条例の 制定につい
て伺います。令和７年 ７月８日、訓令第４８ 号で第７次平取町総合 計画策定委
員会設置要綱を設置し ております。その時点 で名称の関係もありま すので、こ
の平取町総合振興計画 審議会条例、これを改 廃すべきでなかったの かというふ
うに思いますけども、いかがなものでしょうか。 

 

四 戸 副 議
長 

まちづくり課長。 

 

ま ち づ く
り課長 

はい、お答え申し上げ ます。ご指摘の部分は 、そのとおりかと思い ます。とい
うかですね、令和７年 ７月以前から、これ昭 和４１年から総合計画 が総合振興
計画から名前が変わってから、かなり時間がたっておりますけども、この条例、
審議会条例について変 更なかったということ と、その間に平成２３ 年、地方自
治法が変わり、特に町 において基本構想を定 めるという法的根拠が なくなった
ということもありまし たので、この条例は、 本来平成２４年に制定 されるのが
一番ベターだったかな と考えております。た だこのままということ にもなりま
せんので、今回の第７ 次の制定に向けて条例 改廃を提案したという 流れになっ
ておりますので、ご理解いただければと思います。以上です。 

 

四 戸 副 議
長 

６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい。今回改廃をして るんですけども、要は 廃止された前の条例に あります審
議会に参与を置くこと ができるというのと、 専門部会を置くことが できる、こ
の２つを削除、廃止をした理由について伺いたいと思います。 

 

四 戸 副 議
長 

まちづくり課長。 

 

ま ち づ く
り課長 

はい、お答え申し上げ ます。その部分につい ては今回の変更により 、第１４条
で条例を定めるものの ほか、策定に関し必要 な事項は、町長が別に 定めるとし
ております。今回の改 正にあたって、担当課 としてはこの条例を補 完する規則
の制定が必要かと考え ております。審議会の ほうでも、例えば専門 部会や勉強
会みたいな考え方は持 てないかですとか、意 見はいただいておりま すので、あ
と外部評価委員会、こ れも継続したいという ふうに考えております ので、その
辺は第１４条にしたが って、規則を設ける方 向で制定したいという ふうに考え
ております。その際に 、今お話があった参与 が必要かどうかについ ても、検討
ができるかと思いますのでよろしくお願いいたします。 
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四 戸 副 議
長 

６番崎廣委員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい、わかりました。 第１４条なんですけど も、策定に関し必要な 事項は町長
が別に定めるというふ うになってますけども 、その規則について提 示をお願い
したいんですけども、 前回の総合振興計画審 議会条例を策定したと きには、同
日、規則を公布してる わけなんですけども、 今回は同日時にはなら ないという
ことなんでしょうかね。 

 

四 戸 副 議
長 

まちづくり課長。 

 

ま ち づ く
り課長 

はい、お答え申し上げ ます。まず、審議会委 員の方の任期なんです けど、ここ
をまず２年とさせてい ただいてます。多くの 自治体ではこの部分は 総合計画が
策定された後に解散と なるんですけど、うち の町は今後も事業実施 計画も含め
て、任期を定めて継続 して協議という前提で おります。その際に先 ほども申し
上げたとおり、別に定 める、例えば専門部会 ですとか、推進委員会 とか、そう
いったものの在り方に ついても、いろいろ審 議会委員の方がご意見 を持ってま
すので、そちらを整理 した後に規則をつくり たいというふうに考え ているとい
う趣旨ですので、ご理解いただければと思います。以上です。 

 

四 戸 副 議
長 

そのほかこの件につきまして質疑ございませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 これで質疑を終了しま す。次に討論を行いま す。討論は
ありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。 これで討論を終了しま す。それでは採決を行 います。本
案について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。したが って、日程第５、議案 第１号、平取町総合計 画の策定等
に関する条例の制定につきましては、原案のとおり可決しました。 

日程第６、議案第２号 、平取町企業版ふるさ と納税基金条例の制定 についてを
議題とします。提案理由の説明を求めます。まちづくり課長。 

 

ま ち づ く
り課長 

はい。議案第２号、平 取町企業版ふるさと納 税基金条例の制定につ いてをご説
明申し上げますので、 議案書の４ページをご 覧ください。平取町企 業版ふるさ
と納税基金条例を次の とおり制定しようとす るものです。提案理由 につきまし
ては、まち・ひと・し ごと創生寄附活用事業 に要する経費の財源に 充てる際、
事業が複数年度におい て実施される場合など に、基金として積み立 てる必要が
あることから、必要な 事項を定めるものです 。それでは内容につい てご説明い
たしますので、議案書 の５ページをお開きく ださい。第１条は、こ の条例の設
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置の目的を定めており、地域再生法第５条第４項第２号に規定するまち・ひと・
しごと創生寄附活用事 業に要する経費の財源 に充てるため、平取町 企業版ふる
さと納税基金を設置す ることを規定するもの です。第２条は、積立 てについて
定めたもので、積み立 てる額は予算に定める 額とすることとしてい ます。第３
条は、管理について定 めたもので、基金に属 する現金は、金融機関 への預金そ
の他最も確実かつ有利 な方法により保管しな ければならないとして います。第
４条は、運用益金の処理について定めたもので、基金の運用から生じる収益は、
予算に計上し、この基 金に編入することとし ています。第５条は、 繰替運用等
の規定で、一時的な資 金不足を補うため積み 立てられている基金の 現金を一時
的に歳計現金に融通し 、運用することができ るものとしています。 第６条、処
分につきましては、基金は、第１条に規定する経費の財源に充てる場合に限り、
予算に定めるところに より、処分できること を規定しております。 第７条は、
この条例の施行に関し 必要な事項を別に定め ることができる旨を規 定するもの
です。最後に附則とし て、施行期日は公布の 日としております。以 上、ご説明
いたしましたので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

四 戸 副 議
長 

説明が終わりましたの でこれから質疑を行い ます。質疑はありませ んか。８番
千葉議員。 

 

８番 

千葉議員 

８番千葉です。積立て の部分の下にある管理 の第３条についてお伺 いしたいと
思います。金融機関へ の預金その他最も確実 かつ有利な方法により 保管しなけ
ればならないと書いて あるんですけども、ち ょっと一例として、預 金以外はど
のようなものを想定さ れるのか、具体的にも しご答弁いただけるの であればお
聞きしたいと思います。 

 

四 戸 副 議
長 

総務課長。 

 

総務課長 ご質問にお答えいたします。預金以外には証券会社への基金運用もございます。
以上です。 

 

四 戸 副 議
長 

８番千葉議員。 

 

８番 

千葉議員 

証券会社のみを想定し てるっていう、逆に言 うとそういうお答えで よろしいん
でしょうか。 

 

四 戸 副 議
長 

総務課長。 

 

総務課長 現在のところは証券会 社のみ、事例としては 運用しているというと ころですけ
ども、今後別の何かがあれば、それは検討したいと思っております。 
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四 戸 副 議
長 

６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

今の質問の続きになる んですけども、証券会 社での運用っていうの は確実とい
う部分で大丈夫なんで すか。確実に膨らむと いうことなんでしょう か。一般的
にはプラスもあればマ イナスもあるという認 識でいるんですけども 、いかがで
すか。 

 

四 戸 副 議
長 

総務課長。 

 

総務課長 これは証券会社とも様 々な確認をしながら、 元本割れすることのな いメニュー
について選ばせていた だいて、利率もほかよ り有利であるという判 断から、運
用をさせていただいているというところです。 

 

四 戸 副 議
長 

６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

元本割れしない確実なものがあるということで理解してよろしいですか。 

 

四 戸 副 議
長 

総務課長。 

 

総務課長 はい。そのようにご理解いただいて構いません。 

 

四 戸 副 議
長 

そのほか質疑はございませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 これで質疑を終了しま す。次に討論を行いま す。討論は
ありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。 これで討論を終了しま す。それでは採決を行 います。本
案について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。したが って、日程第６、議案 第２号、平取町企業版 ふるさと納
税基金条例の制定については、原案のとおり可決しました。 

日程第７、議案第３号 、平取町農業委員会委 員の定数条例の制定に ついてを議
題とします。提案理由の説明を求めます。農業委員会事務局長。 

 

農 業 委 員
会 事 務 局
長 

議案第３号についてご説明いたしますので、議案書の６ページをご覧ください。
平取町農業委員会委員 の定数条例を次のとお り制定するものでござ います。内
容等についてご説明い たしますので、議案書 ７ページをご覧くださ い。現在、
農業委員等の定数につ きましては、平取町農 業委員会委員及び職員 の定数条例
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により、農業委員１０ 人、農地利用最適化推 進委員７人と定められ ております
が、この定数は平成２ ８年の農業委員会等に 関する法律の改正によ り、農地利
用最適化推進委員が新設されたことにより、当時定められたものでございます。
この農地利用最適化推 進委員は、市町村にお きまして一定程度の農 地利用の効
率化が図られている場 合には委嘱をしないこ とができ、現在当町に おきまして
は、その基準を満たし ておりますので、本条 例によりまして、次期 改選期より
農地利用最適化推進委 員の委嘱を廃止し、農 業委員の定数を法令改 正前の１４
人に戻そうとする内容 でございます。施行に つきましては、次期改 選期の本年
令和８年７月２０日か らとし、施行前でも募 集等の準備行為を行う ことができ
ることとしております 。なお、これまでの平 取町農業委員会委員及 び職員の定
数条例には、事務局職 員の定数についても定 めがあり、その内容が 平取町職員
定数条例と重複するこ とから廃止し、委員定 数のみを定める条例と して、改め
て制定するものでござ います。説明は以上と なりますので、ご審議 をお願いい
たします。 

 

四 戸 副 議
長 

説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 これで質疑を終了しま す。次に討論を行いま す。討論は
ありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。 これで討論を終了しま す。それでは採決を行 います。本
案について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。したが って、日程第７、議案 第３号、平取町農業委 員会委員の
定数条例の制定については、原案のとおり可決しました。 

日程第８、議案第４号 、平取町立へき地保育 所条例を廃止する条例 の制定につ
いて議題とします。提案理由の説明を求めます。保健福祉課長。 

 

保 健 福 祉
課長 

議案第４号、平取町立 へき地保育所条例を廃 止する条例の制定につ いてご説明
申し上げます。８ペー ジをご覧ください。本 議案につきましては、 地方自治法
第９６条の規定に基づ き議会の議決を求めよ うとするものでござい ます。制定
の理由につきましては 、令和７年３月３１日 をもって条例に規定し ている、へ
き地保育所の全てが閉 所したことに伴い、関 連条例の整理を行うた めでござい
ます。９ページをご覧 ください。本則におい て、平取町立へき地保 育所条例を
廃止することとしてお ります。ここで１点訂 正がございまして、平 取町立へき
地保育所条例（令和７ 年）となっていますけ れども、平成７年の誤 りでござい
ます。訂正をお願いし ます。続いて、附則で ございます。施行期日 につきまし
ては、公布の日から施行とすることとしてございます。また、遡及適用として、
本条例の規定を令和７ 年４月１日から適用す ることとしております 。さらに、
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経過措置として令和７ 年３月３１日以前に行 われた処分、手続その 他の行為に
ついては、なお従前の 例によることとしてお ります。次に、附則の ４でござい
ますが、関連する条例 の整理として、平取町 一般職の任期付職員の 採用等に関
する条例の一部改正を 行うものでございます 。この一部改正につき ましては、
１０ページの新旧対照 表をご覧ください。右 が現行、左が改正案と してござい
ます。第５条の給与の 特例として規定してい るへき地保育所主任保 育士に係る
主任保育士手当の規定 を削除いたします。あ わせて第５条の削除に 伴って、第
６条を第５条に繰り上 げる整理を行います。 以上で議案第４号の説 明とさせて
いただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

四 戸 副 議
長 

説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 これで質疑を終了しま す。次に討論を行いま す。討論は
ありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。 これで討論を終了しま す。それでは採決を行 います。本
案について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。したが って、日程第８、議案 第４号、平取町立へき 地保育所条
例を廃止する条例の制定については、原案のとおり可決しました。 

日程第９、議案第５号 、特別職の職員で非常 勤のものの報酬及び費 用弁償に関
する条例の一部を改正 する条例についてを議 題とします。提案理由 の説明を求
めます。総務課長。 

 

総務課長 議案第５号についてご 説明申し上げますので 、１１ページをお開き ください。
特別職の職員で非常勤 のものの報酬及び費用 弁償に関する条例の一 部を改正す
る条例についてご説明 させていただきます。 改正の理由につきまし ては、物価
や人件費等が高騰して いる中、当町において は非常勤の特別職の中 で、各種委
員会や審議会の日額報 酬などについて相当の 期間改定をしてきてお りませんの
で、今般の社会情勢や 近隣町の額を踏まえ、 全般的に適正な水準の 額へと改正
しようとするものです 。なお、本改定案は、 ２月６日開催の平取町 行財政改革
審議会の答申を受けて の提案としております ことを申し添えます。 ご説明につ
いては、新旧対照表に よりさせていただきた く思いますので、１５ ページをお
開きください。まず産 業医の報酬につきまし ては、これまで現行６ 万円を７万
円とし、農業委員会の会長と委員については２,０００円の増、農地利用最適化
推進員は１，０００円の増、教育委員会委員、監査委員は、２，０００円の増、
選挙管理委員会は５０ ０円の増、ただし、補 充員は据置きとしてお ります。ま
た、２段下の社会福祉 業務嘱託は現在は対象 がいないため廃止とし 、公平委員
会以降は基本的に一律１,５００円増としております。１６ページをご覧くださ
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い。ただいま一律１,５００円増と申し上げましたが、１番上の乳幼児健診医師
とその下の乳幼児健診 歯科医師、また、下か ら６行目の事務事業外 部評価委員
の学識経験者は据置き としております。１７ ページをご覧ください 。現行の表
の下から２行目の鳥獣 被害対策実施隊員につ いては、日額報酬の対 象としてい
ないため廃止としてお ります。１４ページを お開きください。この 条例の施行
日に関してですが、令 和８年４月１日として おります。以上、議案 第５号のご
説明とさせていただきますのでご審議くださいますようお願いいたします。 

 

四 戸 副 議
長 

説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 これで質疑を終了しま す。次に討論を行いま す。討論は
ありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。 これで討論を終了しま す。それでは採決を行 います。本
案について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。したが って、日程第９、議案 第５号、特別職の職員 で非常勤の
ものの報酬及び費用弁 償に関する条例の一部 を改正する条例につい ては、原案
のとおり可決しました。 

日程第１０、議案第６ 号、平取町重度心身障 がい者及びひとり親家 庭等医療費
の助成に関する条例の 一部を改正する条例に ついてを議題とします 。提案理由
の説明を求めます。町民課長。 

 

町民課長 議案第６号、平取町重 度心身障がい者及びひ とり親家庭等医療費の 助成に関す
る条例の一部を改正す る条例について、ご説 明させていただきます 。ページは
１８ページからとなり ます。まず改正理由に つきましては、昨年１ １月６日に
静内保健所による北海 道医療給付事業事務指 導検査を受けた際、引 用条例の誤
り等の指摘に伴う条例 改正となります。それ では内容について新旧 対照表を用
いてご説明させていた だきますので、２０ペ ージをご覧ください。 新旧対照表
の右側、改正前の第２ 条第２号の１行目、第 １５条を第１２条に改 め、第４条
第２項の１行目、第５ 項を第６項に改めるも のです。なお、改正条 例の施行日
は、公布の日からとな ります。ご説明につい ては以上となりますの で、ご審議
のほどよろしくお願いいたします。 

 

四 戸 副 議
長 

説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 これで質疑を終了しま す。次に討論を行いま す。討論は
ありませんか。 

（討論なしの声） 
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討論なしと認めます。 これで討論を終了しま す。それでは採決を行 います。本
案について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。したが って、日程第１０、議 案第６号、平取町重度 心身障がい
者及びひとり親家庭等 医療費の助成に関する 条例の一部を改正する 条例につい
ては、原案のとおり可決しました。 

日程第１１、議案第７ 号、平取町乳幼児等医 療費助成に関する条例 の一部を改
正する条例についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町民課長。 

 

町民課長 議案第７号、平取町乳 幼児等医療費助成に関 する条例の一部を改正 する条例に
ついてご説明させていただきます。ページは２１ページからとなります。まず、
改正理由につきまして は先ほどと同じく、昨 年１１月６日に静内保 健所による
北海道医療給付事業事 務指導検査を受けた際 の文言の誤りの指摘に 伴う条例改
正となります。それで は、内容について新旧 対照表を用いてご説明 させていた
だきますので、２３ペ ージをお開きください 。新旧対照表の右側、 改正前の第
８条、１行目の、及び をまたはに改めるもの です。なお、改正条例 の施行日は
公布の日からとなりま す。ご説明については 以上となりますので、 ご審議のほ
どよろしくお願いいたします。 

 

四 戸 副 議
長 

説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 これで質疑を終了しま す。次に討論を行いま す。討論は
ありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。 これで討論を終了しま す。それでは採決を行 います。本
案について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。したが って、日程第１１、議 案第７号、平取町乳幼 児等医療費
助成に関する条例の一 部を改正する条例につ いては、原案のとおり 可決しまし
た。 

日程第１２、議案第８ 号、びらとり温泉の設 置及び管理に関する条 例の一部を
改正する条例についてを議題とします。提案理由を求めます。観光商工課長。 

 

観 光 商 工
課長 

議案第８号、びらとり 温泉の設置及び管理に 関する条例の一部を改 正する条例
についてご説明申し上 げますので、議案書２ ４ページをお開き願い ます。びら
とり温泉の設置及び管 理に関する条例につき ましては、びらとり温 泉の設置及
び管理に関します基本 的な事項、それから、 利用料金の上限額を定 めた条例で
ございます。改正する 内容につきましては、 条例の新旧対照表にて ご説明申し
上げますので、２６ページをお開き願います。表の右側が改正前の現行の条文、
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左側が改正案でござい ます。今回の改正は、 本条例の別表で定めて おります、
宿泊料金の上限額を引 き上げようとするもの でございます。表の種 別欄の記載
に和室、洋室（特別室）、これは露天風呂つきの部屋となりますけれども、素泊
まり１泊１人につき３ 万円から６万円へ、下 段の和室、和洋室、そ れから洋室
につきましては２万円 から４万円へ、上限額 を引き上げようとする ものです。
今回の条例改正の背景 としましては、２月５ 日に開催されました産 業厚生常任
委員会においてもご説 明したところでござい ますが、近年、人件費 や物価の高
騰によりまして、全国 的に宿泊料金の市場価 格が上昇しており、コ ロナ前と比
べても約２倍というふうに言われております。全道の宿泊施設におきましても、
同様の傾向が見られて おりまして、通常時で も素泊まり１泊１万円 を超える料
金設定が一般的となる など、全体の相場が上 昇している状況にあり ます。しか
しながら、現行の条例 で定めております素泊 まり料金の上限額では 、特に繁忙
期において、市場価格に応じた柔軟な料金設定が難しい状況となっております。
施設の運営を担う指定 管理者としましても、 繁忙期には、現行の上 限額を超え
る料金であっても予約 が見込まれる状況であ ることから、宿泊料金 につきまし
ては、需要に応じて総 合的に判断し、適正な 料金設定を行いたいと いう意向が
ございます。こうした 状況を踏まえ、宿泊料 金の上限額を引き上げ 、指定管理
者が市場動向やその需 要に応じて適切な料金 設定を行えるようにす る必要があ
ることから、現行の条 例を改正しようとする ものでございます。な お、議案書
２５ページにつきまし ては、ただいまご説明 申し上げました条文の 改正部分の
記載となってございま す。説明については以 上でございます。ご審 議のほどよ
ろしくお願いいたします。 

 

四 戸 副 議
長 

説明が終わりましたの でこれから質疑を行い ます。質疑はありませ んか。６番
崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

６番崎廣です。最近道 内の、国内的にも全国 的にもそうなんですけ ども、自治
体が運営する価格だけ じゃなく、民間が運営 する施設運営でも、二 重価格とい
うのが多く見られます 。インバウンドに対応 したっていうのがある んでしょう
けれども、道内におい ても町民と町外の方の 料金を分けるというよ うな設定を
しているところがある んですけども、そうい う考え方についてはど うお考えで
しょうか。 

 

四 戸 副 議
長 

観光商工課長。 

 

観 光 商 工
課長 

はい。ただいまのご質 問にお答えさせていた だきます。町民と町外 の方の料金
の区分けをするという お話でございますけれ ども、宿泊に関しては 今まさに１
月から町民割という形 で、宿泊に関しても町 民と町外の方と料金を 分ける形で
の設定というのを今回 初めて実施しておりま す。また入浴料につき ましても今
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後改正という部分にな った場合も、町民、そ れから町民以外という ことで、料
金の区分けをするとい うことも踏まえて、検 討していきたいなとい うふうに考
えております。 

 

四 戸 副 議
長 

そのほか質疑ございませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 これで質疑を終了しま す。次に討論を行いま す。討論は
ありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。 これで討論を終了しま す。それでは採決を行 います。本
案について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。したが って、日程第１２、議 案第８号、びらとり温 泉の設置及
び管理に関する条例の 一部を改正する条例に ついては、原案のとお り可決しま
した。 

日程第１３、議案第９ 号、第７次平取町総合 計画の策定についてを 議題としま
す。提案理由の説明を求めます。まちづくり課長。 

 

ま ち づ く
り課長 

議案書の２７ページ、 議案第９号、第７次平 取町総合計画の策定に ついてご説
明申し上げます。平取 町自治基本条例第１７ 条第１項に基づき、第 ７次平取町
総合計画を策定しよう とするものです。提案 理由を申し上げます。 平取町自治
基本条例第１７条第１ 項において、町は、総 合的かつ計画的な町政 運営を行う
ため、めざすべき将来 像などを明らかにした 基本構想とこれを具体 化するため
の基本計画で構成する 総合計画を、町民の参 加を経て策定し議会の 議決を経る
こととなっております 。第６次平取町総合計 画の計画期間が令和８ 年３月まで
となっていることから 、町長が諮問機関であ る平取町総合計画審議 会に諮問を
行い、令和８年２月に 答申を得たことから、 第７次平取町総合計画 案について
議会にお諮りするもの です。それでは、内容 についてご説明いたし ますので、
別紙、議案第９号関係 、第７次平取町総合計 画案をご覧ください。 まず表紙に
つきましては１０年の 計画期間と、地域住民 に応募いただき選考い たしました
キャッチフレーズで構成をされております。写真に幌尻岳を採用しております。
別紙の１ページをお開 きください。表紙に続 き２ページにわたり目 次を掲載し
ております。ローマ数 字Ⅰの計画の策定にあ たってでは目次に記載 の６点につ
いて、３７ページにわ たり整理をしておりま す。３８ページからは 、Ⅱ、基本
構想として、記載の５ 点について６ページに わたり整理をしており ます。次に
Ⅲ、基本計画について ７２ページにわたり、 ８編に分けて整理をし ています。
また、附属資料として 、諮問、答申の文書を 町民憲章と共に掲載を していると
ころです。それでは別 紙の２ページをお開き ください。Ⅰ、計画の 策定にあた
ってでございます。１ 、計画策定の目的につ いては、第６次までの 総合計画策
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定の変遷、この１０年 ほどの社会情勢の変化 に触れた後、町民と一 体となって
総合的かつ計画的な町 政運営を図ることを目 的とした第７次総合計 画を策定す
ることを記載しており ます。３ページをご覧 ください。２の計画の 位置付けに
つきましては、策定根 拠及び最上位に位置付 けられる指針的計画で あることを
記載しております。４ ページをご覧ください 。計画体系概念図と併 せてご確認
いただければと思いま すのでお読み取りくだ さい。５ページをご覧 ください。
３、計画の期間と構成 についてですが、第６ 次総合計画と同様に、 計画期間を
１０年間とし、５年で 前期、後期を分けるこ ととしております。基 本計画に基
づく事業実施計画を策定し、ローリング方式で毎年見直すこととしております。
６ページから８ページ の４、計画策定の経過 についてはお読み取り いただきた
いと思います。９ペー ジをご覧ください。５ 、平取町をとりまく時 代の流れに
なります。人口減少・ 少子高齢化をはじめと する、第７次総合計画 策定にあた
り、基本構想・基本計画に必ず関係してくる社会情勢等を１１ページにかけて、
６項目に分けて整理を しております。こちら の詳細についてもお読 み取りをい
ただければと思います 。１２ページをご覧く ださい。６、まちづく りの現状と
課題です。３７ページまで続きますけども、（１）の位置・地勢といった現状か
ら人口推計、アンケー ト調査、地域懇談会等 での地域住民の声及び 第６次計画
の評価などから見えて きた課題について整理 をしております。３２ ページをご
覧ください。３２ペー ジにそれらを今後１０ 年の課題として表にま とめ、新た
な課題等に取り組むた めに、第７次計画は現 行の計画と比較してど のように変
更したのかを３３ペー ジから３６ページにか けて整理をしておりま す。こちら
も読み取りをいただけ ればと思います。３７ ページになります。３ ７ページに
は重要政策と変更・強 化ポイントを施策ごと にまとめております。 詳細につい
て、お読み取りをいた だければと思います。 ３８ページをご覧くだ さい。こち
らからⅡ、基本構想に なります。基本構想は １、平取町の将来人口 をはじめ、
５つの視点で整理をし ております。人口減少 社会に歯止めをかける 政策を確立
させるのが困難なほど 過疎地域における人口 減少は加速しているも のの、４０
ページに記載がありま すが、２、平取町の将 来像では、まちづくり の合言葉を
掲げ、人口減少を受け止めつつ、将来人口として１０年後の目標値を３,５４０
人としております。国 の方向性に呼応する形 で、広域連携、官民連 携、若者や
女性に選ばれる地域づ くり、関係人口の創出 等について記載をして おります。
４０ページをご覧くだ さい。４０ページ、計 画全体像を示すイメー ジ図から、
４３ページにかけて計 画の体系の推進として ＰＤＣＡサイクルの確 立等につい
て掲載をしております ので、４０ページから ４３ページまでお読み 取りをいた
だければと思います。 ４４ページをご覧くだ さい。３、基本計画と して、基本
構想を具体化するため の基本計画について記 載をしております。前 段でも触れ
たとおり、８編の中に 第４章から第８章まで の章立てをし、整理を しておりま
す。第３編、子ども・ 子育て支援、第５編、 観光のところと、それ と第６編で
ゼロカーボン・環境共 生、この編の項立てに つきましては、第７次 に新たに設
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けられたものとなって おります。以降１１６ ページまで、基本計画 に関連する
記載となりますので、 一つ一つの編や章につ いては、お読み取りを いただきた
いと存じますが、章ご とに組み立てとしまし て、現状と課題と目標 を箇条書で
記載をし、主な取組、 目指すべき目標値を表 で示し、関連する個別 計画につい
て記載をするといった 構成となっております 。基本計画に定める目 標値を達成
するために、事業実施 計画を策定し、事業評 価と計画のローリング を行う手法
は、第６次総合計画に 引き続き実施していく 予定となっております 。１１８ペ
ージをご覧ください。 附属資料として、総合 計画審議会への諮問文 を掲載して
おります。１１９ペー ジをご覧ください。１ １９ページは答申の文 章を掲載し
ております。１２０ペ ージには平取町民憲章 を掲載し、平取町の将 来を担う子
ども達の写真を裏表紙 に採用しております。 以上、第９号、第７次 平取町総合
計画の策定についてご 説明申し上げました。 第７次平取町総合計画 案につきま
しては、前段申し上げ たとおり指針を示す計 画となりますが、これ からより議
論を深め、方向性を定 めていく新たな事案も 包含されており、方向 性について
明記が難しい段階の課 題も多く内在している と考えております。そ れらを課題
に対する指針について は、地域住民、議会と 議論を重ね、必要な手 順、手続き
を行いながら、計画の 見直しを図っていく必 要があると考えており ます。第６
次総合計画では事業実施計画のローリングは毎年行ってきたものの、基本構想、
基本計画全体の見直し は、後期計画以降の際 に若干行った程度であ りました。
第７次平取町総合計画 においては、平取町を 取り巻く情勢の変化に 合わせた基
本構想、基本計画につ いても、後期計画を待 たず見直していく可能 性が十分あ
ると考えておりますの で申し添えます。以上 、ご提案いたしました ので、ご審
議のほどよろしくお願いいたします。 

 

四 戸 副 議
長 

説明が終わりましたの でこれから質疑を行い ます。質疑ありません か。６番崎
廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

６番崎廣です。町民憲 章ありがとうございま す。１番最後のページ に載せてい
ただきましてありがと うございます。全般的 なところじゃなく、先 日の総合計
画の審議会に傍聴させ てもらって思ったんで すけども、子ども版は 非常にわか
りやすくて理解しやす い。子どもにも十分わ かるような、今日配ら れておりま
せんけれども、すごい 良いものだと思います 。ただ、概要版がいま いちわかり
にくいのかなって。お そらく概要版を町民に この１２０ページ、本 当は全部配
っていただければいい んでしょうけども、経 費の関係でおそらく概 要版しか配
られないんじゃないか なと思うんですけども 、概要版がいまいち見 出しだけに
なってしまって、意図するところを十分伝わらないような感じに見えますので、
もう少し何か工夫がで きないかっていうお願 いをしたいと思います 。あれもこ
れも載せると、どうし てもああいうふうに、 結局１２０ページ全部 載せなきゃ
意味ないんですけども 、それを抜き出すとあ あいう形になってしま うのかもし
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れないんですけども、 やはりうちの町がこの １０年間で何を、こう いう現状を
こういうふうに克服し 、こういうことをやっ ていきますよっていう のは何かわ
かるような表現の仕方 、難しいのかもしれま せんけれども、そこの ところをも
う一度考えていただきたいと思いますけどいかがでしょうか。 

 

四 戸 副 議
長 

まちづくり課長。 

 

ま ち づ く
り課長 

はい。ありがとうござ います。概要版が少し わかりづらいというご 指摘でござ
いますけども、こちら につきましては概要版 ですとか子ども版につ いて、見直
すことは全く問題ない と考えております。ご 意見として受け止めま して、広く
地域住民の目に触れる 前に、もう少し精査を していきたいと思いま す。ありが
とうございます。 

 

四 戸 副 議
長 

そのほか質疑はございませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 これで質疑を終了しま す。次に討論を行いま す。討論は
ありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。 これで討論を終了しま す。それでは採決を行 います。本
案について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。したが って、日程第１３、議 案第９号、第７次平取 町総合計画
の策定については、原案のとおり可決しました。 

休憩します。休憩時間は、４５分までです。よろしくお願いします。 

 

（休 憩 午前１０時３２分） 

（再 開 午前１０時４５分） 

 

四 戸 副 議
長 

再開します。 

日程第１４、議案第１ ０号、平取町過疎地域 持続的発展市町村計画 の策定につ
いてを議題とします。提案理由の説明を求めます。まちづくり課長。 

 

ま ち づ く
り課長 

議案書の２８ページ、 議案第１０号、平取町 過疎地域持続的発展市 町村計画の
策定についてをご説明 申し上げます。過疎地 域の持続的発展の支援 に関する特
別措置法第８条第１項 の規定により、平取町 過疎地域持続的発展市 町村計画を
別紙のとおり策定しようとするものです。なお、以降、提案理由の説明等では、
過疎地域の持続的発展 の支援に関する特別措 置法を特別措置法、平 取町過疎地
域持続的発展市町村計 画を、過疎計画と略し て提案いたしますので 、ご了承く
ださい。提案理由を申し上げます。特別措置法の施行から５年目を迎えますが、
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法の施行にあわせて策 定した現在の過疎計画 の計画期間が令和８年 ３月までと
なっていることから、 引き続き特別措置法に 定めのある国等からの 過疎地域へ
の支援措置を活用する ため、今後５年間の過 疎計画を策定しようと するもので
す。本計画は各事業の 実施の可否を決定する ものではなく、将来の 財源措置の
活用を可能とするため 、制度上の位置づけを 行う計画であり、重要 な変更が生
じる場合にはその都度 、議会への変更案を提 案し、議決を経て対応 しているも
のになります。また本 計画については、北海 道との協議を既に行い 、令和８年
２月６日付けで北海道 から同意を得ておりま すので、申し添えます 。それでは
内容について説明をい たします。別紙、議案 第１０号関係の過疎計 画（案）を
ご覧ください。従前の 過疎計画からの変更点 を中心にご説明申し上 げます。表
紙については計画期間 が８年度から令和１２ 年度までである旨が記 載されてお
ります。次のページを お開きください。目次 ですが、目次の項立て につきまし
ては、従前と変更はご ざいません。表紙同様 、事業年度が令和８年 度から令和
１２年度に変更となっ ております。１ページ から１０ページの１、 基本的な事
項については、（１）から（８）まで平取町の基礎自治体としての基本的な事項
を記載しております。 人口関係の数値、グラ フ等の更新、今後のま ちづくりの
方向性を踏まえ、過疎 対策事業債等の支援措 置の対象となりうる事 業等を第７
次総合計画との整合性 を図りつつ整理をして おります。１０ページ をお開きく
ださい。中ほど人口に 関する目標、財政に関 する目標を記載のとお り定めてお
りますので、お読み取 り願います。１１ペー ジをご覧ください。２ 、移住・定
住・地域間交流の促進 、人材育成については 、高校魅力化の取組と 寮整備、日
高山脈襟裳十勝国立公 園など、この間の新た な取組や事象を加えて おります。
１３ページをお開きく ださい。事業計画で事 業内容を表にまとめて おります。
表の１行目に、令和８ 年度において整備予定 の高校生寮を新たに記 載をしてお
ります。以降、各項目 の末尾に事業計画が表 でまとめられている構 成となって
おりますので、以降に ついてお読み取りをい ただければと思います 。１４ペー
ジをご覧ください。３、産業の振興、（ア）農業については、畑作の経営拡大、
農地の有効活用と耕作 放棄地化を防ぐ取組、 経営コスト等の課題、 経営資産を
新規参入者へ引き継ぐ 第三者継承等の取組の 進捗と、多様な担い手 の確保、育
成の重要性などを盛り 込んでいます。燃油、 飼料等の資材価格が高 止まりなど
経営の厳しさが増して いる旨と後継者難によ る高齢化などの進行に 加え、近年
気候変動が農作物に及 ぼす影響など、農業を 取り巻く環境の変化、 さらに省力
化や技術承継を可能に するスマート農業等の デジタル技術の導入を 喫緊の課題
として掲載をしており ます。１４ページから １５ページに（ウ）商 工業を記載
しております。近年の 物価・エネルギー価格 の高騰、消費者の購買 行動の変化
に対応するキャッシュ レス化決済などデジタ ル化への対応などの課 題等につい
て記載をしております。１５ページ、（エ）観 光・レクリエーションについては、
滞在型観光への転換、 新たな観光ニーズへの 対応などの課題、豊富 な自然や食
とアイヌ文化を組み合 せた、より魅力的な体 験型コンテンツの造成 、日高山脈
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襟裳十勝国立公園の指 定を契機とした取組、 インバウンド需要への 対応、幌尻
岳をはじめとする自然 資源とアイヌ文化を総 合的に案内できるガイ ド、ＳＮＳ
等を活用した戦略的な 情報発信の強化などを 課題として記載をして おります。
１５ページから１６ペ ージにかけての（オ） 企業誘致については、 従来型の誘
致だけではなく、サテ ライトオフィスやワー ケーションといった新 たな需要へ
の対応、地域資源を活 用する起業に呼応した 制度の創設や支援など を新たな取
組として必要になって いる旨を掲載しており ます。２５ページをお 開きくださ
い。４、地域における 情報化については、情 報インフラの行政手続 きのオンラ
イン化、産業分野など での利活用、高齢者を はじめとする情報格差 、デジタル
デバイドの発生の懸念 などを記載しておりま す。地上デジタルテレ ビ放送の難
視聴対策であるギャップフィラーの更新、「平取テレビ中継局放送機」の耐用年
数経過による更新、地 上デジタル放送再送信 設備の更新が必要であ り、順次計
画的に進める必要性が あることを記載し、そ の対策をまとめていま す。２７ペ
ージをご覧ください。 ５の交通施設の整備、 交通手段の確保につい て、建設か
ら３０年以上経過した 道路や橋梁の老朽化の 進行に対応した計画的 かつ効率的
な維持管理、近年の豪 雨災害の激甚化・頻発 化に伴う土砂崩れや冠 水による通
行止めリスク対策を課 題とし、その対策とし て予防保全型維持管理 の推進、計
画に基づく施設の長寿 命化とライフサイクル コストの縮減を掲げて おります。
交通については、学生 、高齢者の移動手段が 課題になっているもの の、人口減
少などにより利用者は 減少傾向にあり、民間 路線バスの赤字額は、 燃料価格の
高騰も相まって増加し ていること、運転手不 足を将来的な路線維持 への懸念材
料となっていることに 触れ、平取町地域公共 交通計画に基づき、路 線バス、デ
マンドバス、スクール バス、福祉有償運送な ど既存の交通手段の役 割分担を明
確にし、ダイヤの見直 しや連携強化を図るこ とで、効率的で利便性 の高い運行
を目指すこととしてお ります。また、ＡＩ活 用型オンデマンド交通 など新たな
技術の導入も視野に、 費用対効果の高い持続 可能な運行形態を検討 することと
しております。また、 バス運転手等の担い手 確保に向けた取組を関 係機関と連
携して検討することとしております。３２ページをご覧ください。３２ページ、
６、生活環境の整備に ついては、簡易水道施 設の老朽化とそれに伴 う有収率水
準に対応する水道管の 計画的な更新、人口減 少に伴う料金収入減少 など、将来
的な課題への持続可能 な事業運営体制の構築 、消防庁舎、消防車両 の老朽化、
公営住宅の老朽化と計 画的な更新、長寿命化 、各部署の横断的な連 携と管理、
高齢化に対応するバリ アフリー化、空き家問 題、循環型社会を形成 するリサイ
クル率の向上とごみ排 出量の削減、広域連携 の維持などを記載して おります。
３８ページをご覧くだ さい。７、子育て環境 の確保、高齢者等の保 健及び福祉
の向上及び増進につい て、少子化の影響によ り持続可能な保育サー ビスの提供
体制の維持が課題な一 方で、共働き家庭の増 加等で、延長保育など 多様な保育
ニーズへの対応、特別 な配慮を要する児童へ の支援、児童虐待の未 然防止、子
育ての孤立感や負担感 の軽減など、子ども・ 子育て家庭を地域全体 で支える体
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制の充実が必要である こと、高齢者福祉に関 しては、住み慣れた地 域で安心し
て暮らし続けるため、 保健・介護・福祉・医 療が一体となった切れ 目のない支
援体制が不可欠である こと、介護人材の不足 が喫緊の懸念事項とな っているこ
とを、健康寿命の延伸 に向けた取組の強化な どについて記載をして おります。
障がい者福祉について は、共生型社会の実現 、障がい者差別解消法 などに基づ
く合理的配慮の提供、 相談支援体制の強化、 ライフステージに応じ た支援サー
ビスの充実などについ て記載をしております 。４１ページ、８、医 療の確保を
ご覧ください。当町の 医療機関は、日常の診 療に加え、健康診断や 予防接種な
どを通じて、町民の疾 病予防や健康づくりに 重要な役割を担ってい ますが、医
療スタッフの確保は深 刻であること、地域の 人口減少、昨今の物価 ・エネルギ
ー価格の高騰もあり、 経営を取り巻く環境は 厳しい状況にあること 、人口減少
社会がさらに進む中、 救命救急の体制確保、 医療ニーズの高度化・ 多様化への
対応など、持続可能な 地域医療体制を確保し ていくことの厳しさな どについて
記載し、情報通信技術 の活用など、その対策 について目標値ととも に掲載をし
ているところです。４ ２ページをご覧くださ い。９の教育振興につ いて学習面
での思考力・判断力・ 表現力といった問題解 決能力の育成、ＩＣＴ を効果的に
活用した個別最適な学び、協働的な学びの充実、体力面では運動習慣の二極化、
持続可能な部活動の在り方の検討、施設面では、学校施設の老朽化対策のほか、
不登校児童生徒への支 援体制強化、教職員の 働き方改革の推進など 喫緊の課題
としています。社会教 育では、保護者向けの 学習機会の提供、図書 館機能の充
実、多様な学習ニーズ にこたえる生涯学習プ ログラムの提供、文化 ・スポーツ
活動団体への運営支援 、指導者の育成確保な どについて記載をして おります。
４７ページをご覧くだ さい。集落の整備につ いてです。自治会にお ける役員の
担い手不足、高齢化に よるコミュニティ機能 の低下を課題とし、自 治会等の地
域コミュニティの活動 支援、移住定住促進に ついては、農業分野で の新規就農
者の確保の継続、住環 境の整備・提供、空き 家バンク制度の充実、 関係人口の
創出・拡大を図り、集 落の活性化に繋げると しております。４８ペ ージをご覧
ください。１１、地域 文化の振興等について 、文化団体の高齢化と 後継者不足
が課題になっているこ と、新たな文化活動の 創出の必要性、アイヌ 文化に関し
ては重要文化的景観、 民族共生象徴空間ウポ ポイとの連携、伝統技 術や口承文
芸など次世代に伝える 担い手の高齢化と後継 者育成、アイヌ文化の 価値と魅力
を正しく、かつ効果的 に発信し続ける体制の 強化について触れてお ります。５
１ページをご覧くださ い。１２、再生可能エ ネルギー利用の推進に ついて、エ
ネルギーの地産地消と 省エネルギーの推進、 具体的にはゼロカーボ ンシティ宣
言に基づく地球温暖化 対策実行計画の策定、 木質バイオマスセンタ ー運営、太
陽光発電設備や、高効 率設備の導入支援(住 まいのゼロカーボン化)を行い、エ
ネルギーの地産地消と 脱炭素社会の実現、省 エネルギー行動の推奨 や環境学習
の機会の充実について 記載をしております。 以上長くなりましたが 、ご説明申
し上げましたので、ご審議のほどよろしくお願いしたいと思います。 
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四 戸 副 議
長 

説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 これで質疑を終了しま す。次に討論を行いま す。討論は
ありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。 これで討論を終了しま す。それでは採決を行 います。本
案について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。したが って、日程第１４、議 案第１０号、平取町過 疎地域持続
的発展市町村計画の策定については、原案のとおり可決しました。 

日程第１５、議案第１ １号、財産の無償譲渡 についてを議題としま す。提案理
由の説明を求めます。建設水道課長。 

 

建 設 水 道
課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四 戸 副 議
長 

それでは議案第１１号 、財産の無償譲渡につ いてご説明申し上げま すので、議
案書２９ページをご覧 いただきたいと思いま す。地方自治法第９６ 条第１項第
６号の規定により、次 のとおり財産を無償で 譲渡することについて 、議会の議
決を求めるものでござ います。１番、財産の 表示としまして、表の １段目です
が、沙流郡平取町字荷 負７２番地１５、種別 、土地、地目、雑種地 、地積、１
９３．００平方メートル。表の下段、沙流郡平取町字荷負７２番地１６、種別、
土地、地目、雑種地、 地積、３５６．００平 方メートル。２番目の 譲渡の相手
方につきましては、沙流郡平取町字荷負７２番地７、遠藤壽則氏でございます。
３番の提案理由としま しては、当該地は、ゲ ートボール場用地とし まして昭和
６３年８月２２日付け で寄附を受けた土地で ありますけれども、ゲ ートボール
場の役割を終えている ことから、寄附者の相 続人であります相手方 に無償で譲
渡しようとするもので ございます。以上、ご 説明申し上げましたの で、ご審議
のほどよろしくお願いいたします。 

 

説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 これで質疑を終了しま す。次に討論を行いま す。討論は
ありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。 これで討論を終了しま す。それでは採決を行 います。本
案について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。したが って、日程第１５、議 案第１１号、財産の無 償譲渡につ
いては、原案のとおり可決しました。 

日程第１６、議案第１ ２号、令和７年度平取 町一般会計補正予算第 １３号を議
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題とします。提案理由の説明を求めます。総務課長。 

 

総務課長 議案第１２号につきま してご説明させていた だきますので、３０ペ ージをご覧
ください。令和７年度 平取町一般会計補正予 算第１３号は次に定め るところに
よ り ま す 。 第 １ 条 、 歳 入 歳 出 予 算 の 補 正 で す が 、 歳 入 歳 出 に そ れ ぞ れ ５ 億 ９,

０９６万８,０００円を追加し、予算の総額を８６億３,６５６万８,０００円に
しようとするものです 。第２項、歳入歳出予 算の補正については、 第１表、歳
入歳出予算補正により 、第２条繰越明許費は 第２表に、第３条、地 方債補正は
第３表によります。そ れでは、歳入歳出予算 事項別明細書の歳出か らご説明い
たしますので、４２ペ ージをお開き願います 。上段、２款１項９目 企画費５億
５,９３９万８,０００円の追加です。１２節委託料は３４２万４,０００円の追
加ですが、１項目目の ふるさとワーキングホ リデー企画運営委託料 について、
運営を委託する事業者 の確保が困難であった ため、実施困難となり 、委託料３
００万円を減額しよう とするものです。２項 目目の平取高校学生寮 建設工事監
理業務委託料については、６４２万４,０００円の補正となります。１４節工事
請負費は平取高校学生 寮建設工事５億４,８ ７２万４,０００円を 、１７節備品
購入費は、ベッド、机、カーテンほか施設用備品として１,８００万円を補正し
ようとするものです。１８節負担金、補助及び交付金は１,６６０万円の減額で
す。１項目目の民間賃 貸共同住宅整備費助成 金は、９月定例会にお いて６４０
万円を追加し、１,４４０万円の予算を計上しておりましたが、実施者において
年度内竣工のめどが立 たなくなったことから 、この度、全額を減額 するもので
す。２項目目のＵＩＪ ターン就業支援金につ きましても、要望のな かったこと
から、２２０万円全額 を減額補正いたします 。２４節積立金につい ては、企業
版ふるさと納税基金積 立金５８５万円の追加 です。これは企業より 二風谷コタ
ンＤＡＹの取り組みに 対し、３年間分の支援 として、企業版ふるさ と納税の申
し出がなされたことか ら、これを基金に積み 立てて当該事業に充て るものとし
ます。財源は国庫補助金２億８,５４７万４,０００円、地方債２億８,５４０万
円、その他は基金繰入 金の減額と寄附金の差 引きで８５５万円を減 額し、一般
財源についても、２９２万６,０００円の減額となります。次に下段、２款１項
１０目水資源対策費、 １８節負担金、補助及 び交付金、堰堤維持管 理費負担金
４４万３,０００円の追加です。これはダムの維持管理事業にかかる町の負担金
ですが、令和７年度事 業費確定により負担す ることとなる額を計上 したもので
す。財源は一般財源で す。４３ページをご覧 ください。上段、３款 １項１目社
会福祉総務費、２７節繰出金１０９万４,０００円の追加です。これは令和７年
度国民健康保険税の軽 減分が当初予算におい て想定した額を上回り 、国保特別
会計の歳入が減少する こととなることから、 その分は一般会計から 負担するこ
ととなるため、このたび１０９万４,０００円を繰り出すもの で す 。財 源 は 国 ・
道補助金８２万円、一般財源は２７万４,０００円となります。下段、３款１項
５目国民年金費、１２ 節委託料７７万円の追 加です。これは令和７ 年度税制改
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正によって新設された 特定親族特別控除に対 応するための国民年金 システム改
修委託料５５万円と、 年金生活者支援給付金 システム改修委託料２ ２万円を追
加するもので、財源は 全額国庫委託金を充当 します。４４ページを ご覧くださ
い。上段、５款１項２ 目農業振興費２,２０ ２万２,０００円の減 額です。７節
は地域おこし協力隊報償費について、当初予算において協力隊員４名分１,３９
６万８,０００円と、インターン９０日分１０８万円を計上しましたが、協力隊
員１名分とインターン 分が不用額となる見込 みであることから、こ の度、４５
７万２,０００円を減 額するものです。１８ 節負担金、補助及び交 付金１,７４
５万円の減額です。１ 項目目の新規就農者経 営発展支援事業補助金 は、国の予
算 の 不 足 か ら 、 採 択 が 令 和 ８ 年 度 に 持 ち 越 さ れ た た め 、 当 初 予 算 措 置 し た １,

１２５万円全額を減額 するものです。２項目 目の農業者就農促進対 策事業補助
金は、要望調査段階で は要望が上がっていま したが、その後、事業 対象者から
昨今の物価高騰により 依然として農業生産費 が高止まりであるがた めに、これ
からの農業経営に不安 が募り、今年度、本事 業を断念し見送ること になったこ
とから、当初予算措置 した５００万円全額を 減額するものです。３ 項目目の地
域おこし協力隊活動費 補助金については、１ 名分の活動費補助金１ ２０万円の
減額となります。財源は、道補助金１,１２５万円の減額、地方債５００万円の
減額、一般財源５７７万２,０００円の減額です。次に下段、５款１項４目畜産
業費４９２万円の減額 です。７節報償費３７ ２万円と１８節負担金 、補助及び
交付金１２０万円の減 額ですが、これは地域 おこし協力隊員１名分 の当初予算
措置を行いましたが、 応募者がなかったため 減額補正するものです 。財源は全
額一般財源からの減額 となります。４５ペー ジをご覧ください。５ 款２項２目
林業振興費１３６万５,０００円の追加です。１０節需用費、消耗品費から１８
節負担金、補助及び交 付金までは、森林環境 譲与税活用経費の決算 見込みによ
り精査し、不用額を減 額しようとするもので す。２４節積立金は、 事業費の精
査による収支差額とな る１,９０３万１,００ ０円について、平取町 森林環境譲
与税基金に積み立てよ うとするものです。財 源は全額一般財源です 。４６ペー
ジをご覧ください。上段、１１款１項１目元金６３６万５,０００円の追加です。
これは令和６年度の起 債の借り入れにあたり 、緊急自然災害防止事 業債の償還
期間について、通常は ５年据置きの３０年で 償還することとなりま すが、据置
きなしの２０年償還ま で短縮することが可能 とされたことから、借 り入れ当時
社会情勢的に、その後 の金利上昇が見込まれ ていたことから、据置 きなしの２
０年償還を選択したこ とにより、元金の予算 が不足することとなっ たことによ
り、この度、６３６万５,０００を補正しようとするものです。財源は全額一般
財源となります。下段 、１１款１項２目利子 、２２節償還金、利子 及び割引料
３１４万５,０００円の追加です。これは、町の歳計現金が一時的に不足する場
合に、金融機関や基金 から一時的に借り入れ をする場合の利子の予 算ですが、
金利の上昇により予算が不足する見込みであることから、３１４万５,０００円
を補正しようとするも のです。財源は全額一 般財源となります。４ ７ページを
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ご覧ください。上段、１２款１項１目国民健康保険病院特別会計繰出金４,１８
０万円の追加です。こ れは令和６年度、令和 ７年度と人事院勧告に より給与費
の増額改定がなされて おり、それら給与費の 増額が病院経営を圧迫 する要因と
なっております。この 度は病院収支改善のた め、令和６年度から令 和７年度の
人件費の上昇分につい て算出し、追加して繰 り出そうとするもので す。なお、
給与改定による給与費 の増加分に対しては、 地方交付税の追加分が 交付され一
般会計の歳入となって おりますことを申し添 えます。財源について は全額一般
財源となります。下段 、１２款２項１目平取 町財政調整基金積立金 、２４節積
立金１３８万９,０００円の追加です。これは基金運用にあたり、積立金に対す
る利子額が当初予算で 想定した０．１３５パ ーセントから０．２７ ５パーセン
トと倍増しているため、増加した利子額をそのまま基金に積み立てるものです。
財源は全額運用により 生じる利子となります 。以降、５２ページま で全て基金
積立金の補正で、理由 は同様ですのでご説明 は省略させていただき ます。歳出
については以上です。 次に歳入についてご説 明いたしますので、３ ６ページを
お開きください。上段、２款３項１目１節森林環境譲与税１３８万９,０００円
の追加です。これは森 林環境譲与税額の配分 が増額となることから 追加するも
のです。続いて下段、 １０款１項１目１節地 方交付税３,８３８万 ５,０００円
の追加です。これは歳 出の補正額から特定財 源を差し引いた一般財 源合計額を
普通交付税に求めるも のです。３７ページを ご覧ください。上段、 １５款１項
１ 目 ４ 節 保 険 基 盤 安 定 費 国 庫 負 担 金 ３ ３ 万 １,０ ０ ０ 円 の 追 加 で す 。 こ れ は 歳
出、社会福祉総務費で ご説明しました、国保 会計繰出金に対する対 象経費の２
分の１が補助金として 交付されるものです。 次に下段、１５款２項 １目１節総
務管理費国庫補助金２ 億８,５４７万４,００ ０円の追加です。これ は歳出、企
画費でご説明しました 平取高校学生寮整備費 の２分の１を地域未来 交付金とし
て２億８,６５７万４,０００円計上し、ＵＩ Ｊターン就業支援金に 充当するこ
ととしていた新しい地 方経済生活環境創生交 付金１１０万円は、事 業実施がな
かったことから減額と なります。３８ページ をご覧ください。上段 、１５款３
項２目１節国民年金国 庫委託金７７万円の追 加です。これは歳出、 国民年金費
でご説明しました税制 改正による年金システ ム改修分に対する国庫 委託金で、
歳出額の全額が交付さ れます。下段、１６款 １項１目４節保険基盤 安定費道負
担金４８万９,０００円の追加です。これは歳出、社会福祉総務費でご説明しま
した国保会計繰出金に 対する対象経費の４分 の１または４分の３が 道負担金と
して交付されるもので す。３９ページをご覧 ください。上段、１６ 款２項４目
１節農業費道補助金１,１２５万円の減額です。これは歳出、農業振興費でご説
明しました新規就農者 経営発展支援事業補助 金の減額にかかる財源 とした道補
助金の減額です。下段 、１７款１項２目１節 利子及び配当金３５３ 万円の追加
です。これは基金の利 子について、利率の増 加による各種基金積立 金利子の増
額補正です。４０ペー ジをご覧ください。上 段、１８款１項１目１ 節寄附金５
８５万円の追加です。 これは歳出、企画費で ご説明しました企業版 ふるさと納
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税の補正です。次に下 段、１９款１項４目１ 節平取町ふるさと応援 基金繰入金
１,４４０万円の減額です。これは歳出、企画費でご説明しました民間賃貸共同
住宅整備費助成金の財 源としていた当該繰入 金について、事業実施 がなかった
ことから、全額減額補 正するものです。４１ ページをご覧ください 。上段、２
２款１項１目１節総務債２億８,５４０万円の追加です。これは歳出、企画費で
ご説明しました平取高 校学生寮整備費の補助 残について、教育福祉 施設等整備
事業債を充当し、また 、ＵＩＪターン就業支 援金の補助残に充当す るとしてい
た過疎債について、事 業実施がなかったこと から減額します。続い て下段、２
２款１項４目１節農業 債５００万円の減額で す。これは歳出、農業 振興費でご
説明しました農業者就農促進対策事業について、事業実施がなかったことから、
充当することとしてい た過疎債を減額します 。事項別明細書のご説 明について
は以上となります。続 いて第２表、繰越明許 費についてご説明させ ていただき
ますので、３３ページ をご覧ください。２款 総務費、１項総務管理 費、平取高
等学校学生寮整備事業 ５億７,３１４万８,０ ００円は、年度内に完 成しない見
込みであるため、繰り 越ししようとするもの です。３款民生費、１ 項社会福祉
費、びらとり温泉施設 整備事業１,６９７万 ３,０００円は、９月 に補正させて
いただきましたろ過器 の交換については、受 注製作のため当初は２ 月上旬の施
工を予定しておりまし たが、豪雪による物流 停滞の影響で、宿泊予 約に影響の
ない工期への調整が必 要となり、年度内の実 施が困難となったもの です。３款
民生費、２項児童福祉 費、物価高騰対応子育 て応援手当支給事業１ １６万円に
ついては、１月臨時会 において補正させてい ただきましたが、町内 に勤務する
公務職場にあっては申 請制となり、年度内に 申請されない可能性が あることか
ら、繰越明許としよう とするものです。５款 農林水産業費、１項農 業費、産地
生産基盤パワーアップ 事業２,８３４万３,０ ００円については、１ １月臨時会
において補正させてい ただきましたが、導入 機械の製造に時間を要 しており、
納品設置が３月までに 完了しないことが見込 まれるため繰越明許と しようとす
るものです。続いて第 ３表、地方債補正につ いてご説明させていた だきますの
で、３４ページをお開 きください。１行目の 新規就業支援事業と、 ３行目の農
業者就農促進対策事業 は全額減額し、中段、 平取高校学生寮整備事 業について
は、本補正により限度額を２億９,４００万円とし、限度額の合計としては、補
正前５億７,６００万 円のところ、補正後は ８億５,６４０万円と なります。５
３ページには地方債現 在高に関する調書を添 付しており、本補正額 を反映した
額を記載しております ので、後ほどお読み取 り願います。以上、議 案第１２号
のご説明とさせていただきますので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 
 

四 戸 副 議
長 

説明が終わりましたの でこれから質疑を行い ます。質疑はありませ んか。６番
崎廣議員。 

 

６番 ６番崎廣です。教えて いただきたいのは４３ ページ、上段、社会福 祉総務費の
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崎廣議員 国の８２万円っていう やつなんですけど、こ れ歳入のどこを見れば よろしいん
ですかね。先ほどの説明でちょっと読み取れなかったんですけども、 

 

四 戸 副 議
長 

総務課長。 

 

総務課長 お答えいたします。ま ず、３７ページになり ます、上段の民生費国 庫補助金、
国庫負担金の４節保険基盤安定費負担金３３万１,０００円と、３８ページ、下
段の民生費道負担金保険基盤安定費負担金４８万９,０００円、この２つを足し
合わせたものとなります。以上です。 

 

四 戸 副 議
長 

６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい。わかりました。 ありがとうございます 。同額じゃなかったの でちょっと
探しきれませんでした 、ありがとうございま す。４５ページの林業 振興費のと
ころの森林譲与税を使 った木質化の部分でお 伺いをしたいと思いま す。今、ふ
れあいセンターにおい て事務室の壁を木質化 してると思うんですけ ども、事前
に委員会に説明があっ たんだと思うんですけ ども、それが果たして 必要だった
のかって思うんですよ 。壁がある、木質化な んで、今鉄なりプラに なってるも
のを木に変える。それ で、表現的には人あた りが良くだとか、温か みのあると
いう表現になるのかも しれないんですけども 、もっと別なところに 使ったほう
が予算は有効的じゃな いかなと思うんですけ ども、まずその選定方 法ですね、
あそこの部分を木質化 するんだといったその 経過について教えてい ただきたい
と思います。 

 

四 戸 副 議
長 

産業課長。 

 

産業課長 はい。ただいまのご質 問にお答えしたいと思 います。まず森林環境 譲与税の活
用については、当初、 当時ですね、平成３１ 年の活用方針、町の活 用方針に基
づいて、森林整備なり 木材の促進、いろんな 形で使用をしてきてお ります。そ
ういった中で、公共施 設の木質化という部分 では、令和２年からご 存じだと思
いますが、役場庁舎の カウンターまたは町民 体育館、公民館等、各 種公共施設
の木質化を図ってきて いるところであります 。そういった中で、令 和７年度、
今年度でありますが、 ふれあいセンターの壁 を木質化していくとい う考え方、
計画の中で今年度進めてきております。 

 

四 戸 副 議
長 

６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい。一定の議論のう えで積み重なってる、 用意ドンの計画もある んでしょう
けども。ただですね、 本当にあそこの木質化 が必要だったのかと思 うのは、ほ
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ぼ毎日図書館に通って ますから、毎日思うん ですけども、森林譲与 税の木質化
の使い方がちょっと十 分理解してないところ もあるんで、あそこバ ス待合って
すごい寒いんですよね 。そこの断熱を上げる ような木質化、内側、 外側に木を
入れてパネルを入れる 、もしくは外側の、今 自動ドアから外になっ て屋根がち
ょっとありますけども 、そこのところで第２ 風除室みたいなものを 作るとかっ
ていう、そういうこと をやっていただけると 、バス待合で冬待って る方は少し
は暖かいのかなという ふうに思うんですよ。 使い方を決める時に、 何ていうの
かな、役所の中で決め るんでしょうけども、 もう少し何か地域の方 が望んでる
ようなことをもっと拾 い上げていってもらえ れば、せっかくのお金 ですから、
もっと有効的に使われ たほうがいいのかなと 思うんですけども、そ のように、
要は、バス待合室に木 枠を入れてガラスを入 れて断熱効果を高める だとか、外
に第２風除室みたいな ものを設けるといった 、建築基準法上、いか がなもんか
って言われるのはちょ っと除いておいて、そ ういう使い方が可能な のかどうな
のか、まず伺いたいと思います。 

 

四 戸 副 議
長 

産業課長。 

 

産業課長 はい。お答えしたいと 思います。今、崎廣議 員からご意見ありまし た内容でい
きますと、例えば、バ ス待合所のところの木 枠を整備するというこ とは可能な
のかなというふうに思 うんですが、その中に ガラスなり断熱材を一 緒に入れて
いくというと、この環 境譲与税を使うという 形にはならないんで、 それを仮に
入れるということにな ると、一般財源と環境 譲与税を分けての整備 っていう形
になってきます。これ から先も環境譲与税を 使って公共施設の木質 化を図る際
に、一つの例として、 日高町のほうでとみく るを整備した際にも、 実は、一部
の中には環境譲与税が 入っておりまして、あ れもあくまでも木を使 った部分だ
けが譲与税が使われて いるということで、ほ かの部分の用途には使 われない、
それが一応一つのルー ルになっておりますん で、今後そういったも の、仮にそ
ういう要望があれば、 その辺は、ふれあいセ ンターの担当課とも相 談をしなが
ら、譲与税以外の一般 財源を使いながら改修 なりを検討していかな ければなら
ないかなというふうに 思っていますし、これ からも環境譲与税を使 った木質化
整備というのはありま すんで、順次、計画し ていく中で、議会のほ うにも説明
をしていきたいというふうに思います。 

 

四 戸 副 議
長 

６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい。わかりました。 やはり断熱効果のある ガラスを入れる分は、 そこは一般
財源だということで、 ただその枠組み使う木 は使ってもいいよとい うことなの
で、住民ニーズに応えて、やはり、なかなか予算が確保できないといった時に、
その部分が木で補填さ れるんであれば、予算 として計上しやすいの かなと思い



- 27 - 

ますので、以降、何か 木質化の時にそのよう な検討をぜひ町の人が どのような
ことを望んでいるのか っていうのを、できれ ばアンケートを取ると まで言いま
せんけれども、アンテ ナを張っていただいて 取り組んでいただきた い。ふれあ
いセンターの事務室の 入り口を木にしてほし いって思っていた人は そんなにい
ないんだと思うんです よね。そういったとこ ろの取り組みを強化し ていってい
ただきたいなと思います。引き続き、別の項目ですけどもよろしいでしょうか。
はい、すみません。６ １ページの部分なんで すけども、６１ページ 。６１ペー
ジってないじゃん。あ りますよね。これでも あれですよ、まだ説明 してるとこ
じゃないですよね。そ うね、一般会計だけで すもんね。あれ。さっ き何かです
いませんね。さっき何 かで、これだ、これだ 、すいません。病院会 計の前で４
７ページで、繰出金で４,１８０万、令和６年度と令和７年度の人勧の関係で増
額になった分を繰り出 すということなんです けども、最初の令和６ 年度がいく
らで令和７年度がいくらだったのか教えてください。 

 

四 戸 副 議
長 

総務課長。 

 

総務課長 はい。お答えいたしま す。令和６年度と令和 ７年度で人事院勧告が あった、こ
れまでの増額分、定期 昇給も反映し、人員増 も反映されているんで すけども、
それらを反映した合計額を算出し４,１８０万円としておりますので、年度ごと
にいくらいくらという 算出はしておらず、ト ータルでということに させていた
だいております。説明 の中で、ちょっとそこ がわかりにくい部分だ ったかなと
いうところはお詫び申し上げます。 

 

四 戸 副 議
長 

６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい。分けて数字もら わなくてもいいんです けども。思うのは、令 和６年の分
というのは、なぜ今っ ていう思いなんですよ 。令和７年の人件費増 になった分
は、今、年度末で整理 をするというのはわか るんですけども、令和 ６年度で増
額になった分は、もう 事前に整理終わってる 部分でないかなと思う んすけど。
うちの町は毎年繰出金 できれいに整理をして 、病院会計が赤字にな らないよう
な形になってきてます から、だから、今ここ で令和６年度の人件費 を持ち出す
っていう意味合いがわ かんないんですけども 。それはなぜ今令和６ 年度の人件
費ということになるんですか。 

 

四 戸 副 議
長 

総務課長。 

 

総務課長 はい。これにつきまし ては令和６年度は人事 院勧告があってその分 、交付税も
追加交付がありました が、病院会計への繰り 出しは議論の中でちょ っと見送ら
せていただいておりま した。この度、年度決 算をしてみると、収支 不足比率が
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出たり、令和７年度も 引き続き給与改定がな されて、病院はかなり 満床状態に
なったにもかかわらず 経営上はかなり圧迫さ れている状況だという ことで、令
和７年度については少 し病院に支援が必要だ ということで、その分 繰出金を少
し支援が必要だと判断したところによります。 

 

四 戸 副 議
長 

６番崎廣議員。 

 

６番 

崎廣議員 

はい。令和６年度、令 和７年度という説明だ ったんですけども、単 に令和７年
度の年度末で赤になる のでこの分を繰り出す ということなんですよ ね。そうい
うふうにしかとれないんですけども、そういうふうに認識してよろしいですか。 
 

四 戸 副 議
長 

総務課長。 

 

総務課長 はい。説明上のわかり にくさ、もう一度お詫 び申し上げます。基本 的にはその
ようなことで、ただ、 申し添えたいのは、令 和６年度についても、 人件費高騰
分については地方交付 税が一般会計に入って きているという部分で 、本来その
分は支援が必要だった というところですけど も、病院会計について は毎年運営
費に対しても繰り出し をしてきている、そこ に色はついておりませ んので、そ
ういった部分で令和６ 年度、追加支援はしな かったんですけども、 今回そのよ
うな判断をさせていた だいたというところで 、ちょっと言い訳がま しですけど
も、基本的には令和７ 年度の段階になって支 援がさらに必要と判断 したところ
によります。 

 

四 戸 副 議
長 

そのほか質問はありませんか。５番金谷議員。 

 

５番 

金谷議員 

５番金谷です。４２ペ ージの歳出の企画費、 １２節の委託費の中で 、ふるさと
ワーキングホリデー企 画ということで、今年 度希望者がいないとい うことで３
００万円の減額補正と いうことなんですが、 これは従来、令和６年 ですか、６
年には実施されたとい うふうに私もちょっと 記憶あるんですが、こ れについて
は令和８年については 、今後この事業につい てはどういうふうな考 え方をして
いるのかちょっとお聞きしたいんですが。 

 

四 戸 副 議
長 

まちづくり課長。 

 

ま ち づ く
り課長 

はい。お答え申し上げ ます。まず、ふるさと ワーキングホリデーに ついては、
令和７年度初めての試 みとして導入してみた というものになります 。中身につ
きましては第２世代交 付金が財源でありまし て、１週間から１か月 の間で、多
いのは大学生とかなんですけど、そういう方がワーキングホリデーという形で、
例えば東京の学生さん が農家の手伝いに平取 に来てくれて、１週間 から１か月



- 29 - 

アルバイトのような形 で働くんですけど、ワ ーキングとホリデーが あるので、
例えば週４日ぐらい、 例として、トマト採り を手伝って、残りの３ 日は平取町
を満喫してもらうみた いな建て付けのものに なります。こちらにつ いて担い手
不足もあって、取り組 みとして導入したらい いんじゃないかという ことで導入
をしてみました。第２ 世代交付金で令和６年 度まで、全額交付税措 置されるっ
ていう制度だったんで すが、これが令和７年 度からは措置率が半分 になりまし
て、町の持ち出しも必 要になったということ なんですね。最初この 事業をやる
時に、なかなかその行 政側で平取のイベント を組んであげたり、事 業者の方と
マッチングしたりって いうのがやり切れるか 、初年度っていうこと もあって、
手が足りないかなと思 って、委託事業で組ま せてもらいました。本 州とかの事
例で、実際に旅行会社 なんかが請け負ってこ の事業を運営している っていうの
があったので、そのよ うな形をイメージして 予算を組んだんですが 、先ほどま
ず７年度から交付税措 置が半分になってしま ったんですね、全額出 ないという
形になったこともあっ て。それであると委託 先を町内にして、町内 にお金が落
ちるということであれ ば、措置が半分でもい いかなということで、 何とか町内
で受託してくれるとこ ろがないかということ で、事業収支を説明し て指名願等
を見て、手伝ってくれそうな業者ですとか、社団法人に掛け合ったんですけど、
なかなかちょっと受け てもらえなかったとい うことで、予算が流れ てしまった
っていうのが現状にな っています。令和８年 については交付税措置 が下がった
ということもあるのと 、今回の反省を踏まえ て、実施できなかった というとこ
ろも考えて、令和８年 で検討して、体制整え ば令和９年から、例え ば寮が一元
化されますので、それ と寮の施設なんかも空 くので、例えばそうい ったところ
を宿泊先として提供し てワーキングホリデー をやるとか、もうちょ っと幅広に
考えられないかなとい うのも含めて、令和８ 年はちょっと検討して 、令和９年
から再開可能であれば また挑戦してみたいと いうような内容で考え ています。
以上です。 

 

四 戸 副 議
長 

５番金谷議員。 

 

５番 

金谷議員 

説明ありがとうござい ます。この事業につい ては大変いいことだと いうふうに
思いますんで、９年度 にいろいろ今後考えな がら、ぜひともこの事 業を組んで
いただければというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

四 戸 副 議
長 

そのほか質問はありませんか。４番木村議員。 

 

４番 

木村議員 

はい。４番木村です。 今と同じところなんで すけども、ちょっと追 加して聞き
たいんですが、ワーキ ングホリデーといえば 海外に行って、日本の 方は海外に
行って向こうで働いて 、そこの地域に何てい うんですかね、観光な んかもする
みたいなことあるんで すけど、うち、今回や ろうとしたふるさとワ ーキングホ
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リデーについては、海外からの学生についても対象になるんですかね。 

 

四 戸 副 議
長 

まちづくり課長。 

 

ま ち づ く
り課長 

はい。お答え申し上げます。対象に学生というふうに限ったわけでもないので、
学生さんが多いんですけど、限ったわけでもなくて外国の方も対象になります。
実際浦河町さんで今年 、確かフランスの方が この制度でお手伝いに 来てたかと
思います。以上です。 

 

四 戸 副 議
長 

４番木村議員。 

 

４番 

木村議員 

ありがとうございます 。うちの町にも海外か らいろんな大学の先生 方が来るん
ですけども、その中で 、学生を受け入れてく れないかっていうよう なことを言
われることがあってで すね。その中で、やは りただ受け入れるので はやっぱり
こっちも大変だってい うことで、ワーキング ホリデー制度を使って 、お互い交
互留学っていうことで 考える中でこういうこ とが使えるかなってい うの今ちょ
っと考えたので、今聞 いたということで。こ れからいろんなそうい う取組があ
った場合、参考にさせ ていただいて使ってい ければなというふうに して思いま
す。そして、続けていいですか。それで同じところの１８節なんですけれども、
ＵＩＪターンの就業支 援金についてちょっと 聞きたいんですが。こ れどのよう
な取り組みをしてきた のか。要するにこれ支 援金を使う人がいなか ったってこ
となんだと思うんです けど、どういうような 取り組みをして応募を してきたの
かをちょっと聞かせていただきたい。 

 

四 戸 副 議
長 

まちづくり課長。 

 

ま ち づ く
り課長 

はい。お答え申し上げ ます。こちらの事業に ついては移住支援金と いう形で、
国のほうで作っている 制度で、それを道を通 じて町からこのような 事案があっ
た場合に半分負担をい ただけるという制度で 、今現在全道で１４０ 市町村がこ
の制度を用いて、同じ 条件で受け入れを可能 にしているというとこ ろなんです
が、この建て付けとし て東京一極集中を解消 する事業として国が設 けたものな
ので、東京２３区から の移住でなければなら ないというところがあ って、一応
その受皿として制度が ないとまず使えないの で、この１４０市町村 に入るため
に手を挙げたんですけ ど、今回はなかなかち ょっと該当がなかった ということ
になっています。例え ば地域おこし協力隊だ ったりとかっていうと ころは対象
にはならないっていう 決まりとかもあり、今 回対象の方がいなかっ たというこ
となんですが、ただ関 係人口も認めるとか、 リモートワーク、テレ ワーク要件
を満たせばオーケーに なるとか、例えば、２ ３区に大学生として行 っていた子
が帰ってくるっていう 時に、引っ越し費用も 含めて活用できるとか 、どんどん
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制度は拡充していって いるのもあるので、ち ょっと要綱を作って参 加してみた
んですけど、今年は該 当がなかったという形 です。この辺につきま しては、た
だちょっとＰＲをしっ かりしないと、事前申 請が必要だったりって いうのもあ
るので、あとはぜひ活 用する企業ももっと増 やしたいというふうに 考えている
ので、これからもっと こう、また活用がない ということがないよう にＰＲはし
っかりしていかなきゃ駄目かなと考えているところです。以上です。 

 

四 戸 副 議
長 

４番木村議員。 

 

４番 

木村議員 

説明ありがとうございます。これ前に、ちょっと聞いたら、今思い出しました。
いや本当、このＵター ン、Ｉターンについて は本当大事な取り組み で、やっぱ
り町としても積極的に 進めたほうがいいだろ うなと。今これは道の ほうが取り
まとめしているって話 なんですけども、町独 自としてもこの事業に ついては積
極的にやっていくべき だろうなっていう、ち ょっといつも思ってい ますので、
ぜひ今課長のほうから 説明あったようにＰＲ がちょっと足りなかっ たかなって
いう話だったので、ぜ ひ特にＵターンについ ては町内から出ていっ て、学生が
帰ってくる時っていう ことなので、ＰＲ的に はやりやすいのかなっ ていうふう
に思いますんでね、ぜ ひそこら辺をなんて言 うんですかね、もっと ＰＲして使
っていただける人が増 えるようにしていただ ければと思いますので 、よろしく
お願いいたします。 

 

四 戸 副 議
長 

答弁はいいんですね。そのほか質疑はございませんか。 

（質疑なしの声） 

なければ質疑を終了します。次に討論を行います。討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。 これで討論を終了しま す。それでは採決を行 います。本
案について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。したが って、日程第１６、議 案第１２号、令和７年 度平取町一
般会計補正予算第１３号は、原案のとおり可決しました。 

日程第１７、議案第１ ３号、令和７年度平取 町介護保険特別会計補 正予算第３
号を議題とします。提案理由の説明を求めます。保健福祉課長。 

 

保 健 福 祉
課長 

議案第１３号、令和７ 年度平取町介護保険特 別会計補正予算第３号 についてご
説明いたしますので、 議案書５４ページをお 開きください。令和７ 年度平取町
介護保険特別会計補正予算第３号は、次に定めるところによるものであります。
歳入歳出予算の補正で ありますが、第１条は 歳入歳出予算の総額に それぞれ４
１万８,０００円を追 加し、歳入歳出予算の 総額を５億８,７８５ 万円とするも
のであります。２項は 、歳入歳出予算の補正 における款項の区分及 び当該区分
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ごとの金額並びに補正 後の歳入歳出予算の金 額は、第１表、歳入歳 出予算補正
によるものでございま す。それでは、歳入歳 出予算事項別明細明細 書の歳出か
らご説明いたしますので、５８ページをお開きください。今回の補正の目的は、
令和６年度の繰越金を精算し、介護給付費基金へ積み立てるものでございます。
４款１項１目介護給付費基金積立金、２４節積立金４１万８,０００円を追加し
ます。令和６年度から令和７年度への繰越金約１,２００万円を財源として、７
年度に確定した国・道 交付金の返還を行って 、今回繰越金の残額を 介護給付費
基金に積み立てるもの でございます。歳出は 以上でございます。続 きまして、
５７ページをご覧ください。８款１項１目繰越金、１節繰越金同じく４１万８,

０００円を追加します 。令和６年度の繰越金 を基金積立金の財源と するもので
す。以上、令和７年度 平取町介護保険特別会 計補正予算第３号につ いてご説明
いたしましたので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

四 戸 副 議
長 

説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 これで質疑を終了しま す。次に討論を行いま す。討論は
ありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。 これで討論を終了しま す。それでは採決を行 います。本
案について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。したが って、日程第１７、議 案第１３号、令和７年 度平取町介
護保険特別会計補正予算第３号は、原案のとおり可決しました。 

日程第１８、議案第１ ４号、令和７年度平取 町国民健康保険病院特 別会計補正
予算第１号を議題とします。提案理由の説明を求めます。病院事務長。 

 

病 院 事 務
長 

議案第１４号、令和７ 年度平取町国民健康保 険病院特別会計補正予 算第１号に
ついてご説明申し上げますので、議案書５９ページをお開き願います。第１条、
令和７年度平取町国民 健康保険病院特別会計 補正予算第１号は、次 に定めると
ころであります。第２ 条、令和７年度平取町 国民健康保険病院特別 会計予算第
３条に定めた収益的収 入の予定額を次のとお り補正するものであり ます。収入
ですが、第１款病院事業収益、第２項医業外収益、既定予定額４億５,５５０万
１,０００円に補正予 定額４,１８０万円を 追加し、計４億９,７ ３０万１,００
０円とし、病院事業収益、既定予定額９億飛んで１６８万円を合計９億４,３４
８万円とするものであ ります。次のページを お開き願います。６０ ページは、
令和７年度平取町国民 健康保険病院特別会計 予算実施計画変更と明 細ですが、
補正予定額は記載のと おりであり、説明は次 のページで説明いたし ますので省
略させていただきます 。次のページをお開き 願います。６１ページ 、収益的収
入の１款病院事業収益 、２項医業外収益、２ 目他会計負担金、１節 一般会計負
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担金４,１８０万円の追加となります。先ほど議案第１２号、一般会計補正予算
でも説明がありました とおり、令和６年度、 ７年度の人事院勧告に より給与費
の大幅な増額改定がな されており、それに伴 い、病院会計でも給与 費の支出が
増となっております。 給与改定による給与費 の増加分に対しまして は、地方交
付税で町のほうに追加 交付されておりますの で、それを財源として 一般会計か
ら繰り出しをしていた だくものとなります。 現在、各地の公立病院 、民間病院
を取り巻く環境は非常 に厳しいものがありま すが、当院の１月末現 在において
の入院、外来の診療収 入は、令和６年度と比 べましてプラスで推移 しており、
経営についてもスタッ フ一丸となって努力を しておりますが、それ を上回る物
価高、人件費高騰の今 般のご時世となってお ります。本補正予算に ついて、ご
理解いただきますよう お願いいたします。以 上、平取町国民健康保 険病院特別
会計補正予算第１号の 説明とさせていただき ますので、ご審議のほ どよろしく
お願いいたします。 

 

四 戸 副 議
長 

説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。 これで質疑を終了しま す。次に討論を行いま す。討論は
ありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。 これで討論を終了しま す。それでは採決を行 います。本
案について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。したが って、日程第１８、議 案第１４号、令和７年 度平取町国
民健康保険病院特別会計補正予算第１号は、原案のとおり可決しました。 

休憩します。再開は１３時です。 

 

（休憩 午前１１時５６分） 

（再開 午後 １時００分） 

 

四 戸 副 議
長 

再開します。 

日程第１９、令和８年度町政執行方針及び教育行政執行方針の説明に入ります。
はじめに町政執行方針の説明を求めます。町長。 

 

町長 令和８年第２回平取町 議会定例会にあたり、 私の町政執行に関する 所信の基本
的な方針を明らかにい たします。第７次平取 町総合計画案のテーマ である「み
んなでつくろう！びら とりの未来（あした） ！」を掲げ、町民と一 緒にそれぞ
れの夢（あした）を実 現できるまちづくりを 引き続き進めてまいり たいと考え
ておりますので、議会 、町民の皆様のご理解 、ご尽力を賜りますよ うお願い申
し上げます。世界は今 、複数の地域で緊張が 高まり、核軍縮の後退 や中東・ウ
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クライナ情勢の悪化な ど、国際秩序揺らぐ不 安定な局面にあります 。特に米露
の核軍縮枠組みの失効 が世界的な安全保障リ スクを押し上げていま す。世界経
済は「低成長・高不確 実性」が続く見通しで 、米国の貿易政策変更 や世界的な
投資停滞が日本経済に も影響を与えている状 況です。日本の政治と 経済は、高
市首相政権の下で大き な転換期を迎える様相 です。２月８日行われ た衆議院議
員選挙で与党は歴史的 な大勝を収めましたが 、今後の経済対策等へ の対応が国
内経済の持続可能性を 左右するカギとなって います。また、地方創 生に関して
は「地域未来戦略」と いう経済重視の新たな 枠組みを掲げており、 注目すべき
点となっています。令 和８年度の国の予算案 は、一般会計の総額が 過去最大と
なる１２２兆３,０９２億円となり、歳入面では、堅調な企業業績などを背景に
税収が過去最大の８３兆７,３５０億円になると見込まれていますが、不足する
財源をまかなうため、国債を新たに２９兆５,８４０億円発行する計画です。歳
出では、医療や年金などの社会保障費が拡大し、３９兆５５９億円となるほか、
防衛力の強化に伴い防衛関係費は８兆８,０９３億円に増え、いずれも令和７年
度の当初予算を上回りました。さらに、地方交付税交付金は２０兆８,７７８億
円、国債の償還や利払 いに充てる国債費は、 長期金利の上昇を背景 に過去最大
の３１兆２,７５８億円となります。国債の発行額は、令和７年度当初予算と比
べ９,３６９億円増え、財源の４分の１を国債に頼る厳しい財政状況が続く見通
しです。令和８年度平 取町各会計予算は、第 ７次平取町総合計画事 業実施計画
を基本とし編成いたしました。一般会計の総額は８０億６,０００万円で令和７
年度と比べ８．１パー セント、６億７００万 円の増となっておりま す。住民ニ
ーズや将来を見据えた 事業への対応、さらに は義務的経費の増大な どにより、
財源の確保や配分など 依然として厳しい状況 は続きますが、本予算 の執行にあ
たり次の内容で分野ご とに重点的に取り組ん でいく所存です。第１ 「豊かな心
を育むまちづくり」（教育・文化）【町長部局関連分】でございます。【アイヌ文
化】「平取町アイヌ施策推進地域計画」に基づき、平取町のアイヌ文化の継承、
復興のため、地域の団 体、国や関係団体との 連携のもと多様な文化 の共生、共
存を国内外に発信する とともに、沙流川流域 のイオル（伝統的生活 空間）の再
生をはじめ、２１世紀 ・アイヌ文化伝承の森 プロジェクト事業など の各種事業
も、様々な視点からの 検証などによりさらに 内容の充実を図り、継 続的に取り
組んでまいります。令 和８年度はアイヌ文化 の伝承、保存に貢献さ れ国会議員
の立場で、アイヌ新法 等の制定に関わった萱 野茂氏の生誕１００年 の年でもあ
り、博物館での特別展 をはじめ記念事業を実 施する予定です。また 、第４次選
定が完了した「重要文 化的景観」のさらなる 普及啓発と沙流川流域 のアイヌ文
化の今日的継承の価値 と活動を体系的に構築 する「びらとりエコミ ュージアム
構想」も推進してまいります。【平取高等学校の存続】高校がなくなることによ
る地域の衰退が懸念さ れることから「平取高 校の魅力化を図り存続 させる会」
での協議などをもとに 、入学者の獲得につい て取り組みを強化して まいりまし
た。令和６年度から地 域みらい留学を通じて 全国募集を開始するの と合わせ、
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内部進学率の向上に努 めた結果、令和８年度 の入学希望者は３３名 となりまし
た。このことへの対応 として、道外、町外か らの入学者の受け入れ 体制の整備
を図るため、令和８年 度には学生寮を整備す る予定です。また、地 域資源を活
用した特色ある教育プ ログラムの実践を地域 の方々の議論と協力に より支援す
る体制を作ってまいり ます。学力向上のため の「びらとり義経塾」 の運営に関
しては、利用実態等改 めて検証し、より効果 的な運営方法について 検討してま
いります。第２「健康で楽しく暮らせるまちづくり」（保健・医療・介護・福祉）
【健康づくり】町民の 健康寿命の延伸を目標 として一人一人が自分 らしく豊か
な人生を送れるよう健康づくり活動を推進してまいります。「第１期平取町健康
増進計画」での７つの柱で特に重点的に取り組む柱を「生活習慣病対策」「ここ
ろの健康対策」「禁煙対策」としております。これらを基本に、働き世代への介
入を増やし、事業所等 での保健指導、健康教 育を強化するとともに 、各種検診
の受診率向上に向けた 勧奨等の取り組みを進 めてまいります。また 、地産地消
につながる食を通じた 健康づくりを推進する ため「平取町食育推進 計画」に沿
って、丈夫で健康なからだづくりをめざす食育事業を継続してまいります。【地
域医療】平取町国民健 康保険病院は、地域の 基幹的な公的医療機関 として、診
療から健康診断、予防 接種など長年にわたり 町民の健康を支える重 要な役割を
果たしています。今後 も救急医療体制の維持 、高度化・多様化する 医療ニーズ
に応えるため、関係機 関との連携を強化し、 必要な地域医療体制の 確保を図っ
てまいります。経営は 医師を中心とした医療 スタッフの努力及び診 療報酬の改
定等により令和８年度 の医業収益は増額を見 込んでおりますが、人 件費や物価
の急激な高騰により経 営環境は厳しさを増し ております。今後も「 平取町国民
健康保険病院経営強化 プラン」に基づき経営 健全化の具体的な方策 を進め、安
定的で質の高い医療サービスの提供をめざしてまいります。【高齢者福祉（地域
包括ケア）】高齢者ができる限り自分の力で自分らしく尊厳を持って暮らすこと
ができるよう、質の高 い保健医療・福祉サー ビスの提供や、安定し た介護保険
制度の確立をめざしてまいります。介護予防活動としての「通いの場」の充実、
医療と介護が一体とな った支援体制、介護保 険の安定的な運営によ る高齢者福
祉サービスの安定供給 など、第９期平取町高 齢者保健福祉計画・介 護保険事業
計画に基づき、病院、地域包括センター、平取町社会福祉協議会や平取福祉会、
企業等が相互に連携し 、健康づくりや介護予 防に取り組める体制の 強化、及び
支援体制などのさらなる充実を図ってまいります。【障がい者福祉】障がいのあ
る方が、必要な支援を 受けながら、地域で自 立した生活を送り、仕 事や学び、
趣味などを通じて地域 とつながることをめざ し、地域において必要 な障がい福
祉サービス、相談支援 、及び地域生活支援事 業などの各種サービス を計画的に
提供できるよう「第１ 期障がい者プラン」に 基づき推進してまいり ます。平取
養護学校高等部の卒業 生などを含む障がいの ある方が、可能な限り 地域での自
立をめざすことができ るよう、就労の場の拡 充と住居などの確保の ため、令和
８年度で本町グループ ホームの建設と指定就 労継続支援事業所の整 備に向けて
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関係団体と協議のうえ、具体的な整備を検討してまいります。【地域共生・生活
支援】自治会をはじめ 、各地域で活動を行う 民生委員・児童委員や 福祉委員の
方々には、地域福祉活動推進のための大きな役割を担っていただいております。
しかし、人口減少など の要因により、地域福 祉活動を担う人材の確 保や活動資
金の調達に苦慮する状 況が顕著になっている ことから、地域活動へ の必要な支
援体制を、自治会や関係団体との協議の中で取り組んでまいります。【アイヌ福
祉】アイヌの人々の生 活の安定と雇用の促進 を図るため、生活相談 支援体制を
充実させるとともに、 各種貸付制度等につい ては、利用する側の立 場に立った
条件の検討が求められ ている現状があります ので、制度の有効かつ 安定的な運
用のための検討を進め てまいります。また、 各地域の生活館等の適 正な維持管
理と、令和８年度には 荷負生活館の改築も計 画に沿って実施してま いります。
第３、安心して子育てできるまちづくり（子ど も・子 育 て 支 援 ）【 妊 娠・出 産 ・
子育て支援・地域の子 育て支援】令和７年度 を初年度とする「第３ 期平取町子
ども・子育て支援事業 計画」に基づき、子ど も家庭センターを核と した相談・
支援のワンストップ化 を進め、母子健康手帳 の交付や親子教室、乳 幼児健診、
予防接種など総合的な 母子保健事業を実施し 、妊娠期から切れ目の ない支援を
行い、平取町の子ども が健やかに育ち、安心 して子育てができる環 境づくりを
進めてまいります。ま た、放課後児童クラブ 、児童館等の受け入れ 環境を検証
し、子どもの居場所と体験活動の機会の充実を図ってまいります。【保育・幼児
教育】児童数が減少し てゆくなか、町内の認 可保育所や認定こども 園の運営は
厳しい状況にあり、さ らに保育人材の確保も 課題となっています。 保育士の処
遇改善や働きやすい職 場づくり、研修・相談 体制の充実を図り、人 材確保と保
育の質の維持向上など に関し支援を行い、合 わせて保護者の経済的 負担軽減の
ため、保育料の無償化による支援を継続してまいります。【仕事と子育ての両立】
ひとり親家庭をはじめ 、仕事と子育ての両立 に必要な相談支援体制 を整備し、
就労支援機関等との連 携により、家計、養育 、就労を一体的に支え る支援を進
めるとともに、働き方 や家庭の状況に応じた 、延長保育や放課後の 居場所づく
り な ど の 環 境 整 備 を 進 め て ま い り ま す 。 第 ４ 、 活 力 を 生 む ま ち づ く り （ 産 業 ）
【農業】平取町の主要 作物である施設野菜の 栽培は、昨今の地球温 暖化の影響
と言われる猛暑や、燃 油をはじめとした資材 物価等の高騰により厳 しい状況に
ありますが、令和７年度の販売額がトマトでは４２億８,１９０万円、キュウリ
も３億６,７９０万円 を超え、「びらとり」 ブランドは確実に定着 してきていま
す。反面、生産農家の 高齢化や離農、働き手 の確保ができない等の 理由により
作付面積は減少してき ており、産地維持のた め、後継者や新たな担 い手、労働
力の確保が大きな課題 となっています。担い 手確保のための新規就 農支援、第
三者継承、「就農チャレンジ農場」での研修生の育成などに引き続き取り組み、
支援制度の拡充等を図 ってまいります。合わ せて省力化、省人化、 生産性の向
上を図るため、スマート農業を推進してまいります。「びらとり和牛」について
は、飼料、資材や人件費などの生産経費は依然として高止まりが続いています。
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素牛の価格は堅調である一方、枝肉の価格は消費低迷が要因で低い状況にあり、
平取町畜産公社を含む 畜産農家の経営は今な お厳しい状況が続いて おります。
先人が築いてきた「び らとり和牛」のブラン ドを継承するためにも 厳しい時期
を乗り越える持続可能な生産体制づくりについて、畜産公社や関係農家、農協、
関係団体との情報共有 などにより、様々な視 点での検討を進めてま いります。
酪農・養豚・軽種馬等 の畜産振興についても 生産者及び関係団体と の協議連携
を基本に、平取町とし ての支援を継続してま いります。農業生産基 盤と農村生
活環境の整備を計画的 に進めることで、農業 の持続的発展、農村の 振興、食料
の安定供給、多面的機 能の発揮を引き続き図 ってまいります。また 、国の制度
改変に伴い水田の畑地化が急速に進み、各地域における農業の将来像を描く「地
域計画」に基づく農地 の保全や有効活用の重 要性が高まっています 。今後、新
たな土地利用型農業法 人の誘致の検討をはじ めとし、畑作物や露地 野菜の作付
振興、農業施設の効率 的な維持管理、耕作放 棄の防止等、各地域の 課題解決に
向けて地域や関係機関と十分に協議を重ね対応してまいります。【林業】平取町
の 森 林 は 豊 か で 恵 み あ る 貴 重 な 自 然 資 源 で あ り 、 そ の 多 面 的 機 能 の 発 揮 と 維
持・増進を図るために 、森林環境保全整備事 業や森林環境譲与税を 活用し、持
続可能な森林整備を推 進してまいります。町 有林の適切な管理と循 環型経営を
確立するために、年間 皆伐事業量を３０ヘク タールと設定し、必要 な施業を計
画的に進めるとともに 、民有林については、 安定的な森林整備と効 率的な施業
のため、森林整備計画 に基づいた造林事業等 を推進し、所有者の経 営安定を図
ります。合わせて、林 業の生産性向上を図る ために、森林施業の基 盤となる林
道等の開設や適切な維 持管理を推進してまい ります。担い手不足と 就業者の高
齢化が進んでいる森林作業現場において、労働条件の改善、技術・技能の向上、
労働災害防止等を図る ための助成や支援を進 めてまいります。また 、子どもた
ちが身近に木とふれあ うことのできる場を提 供し、豊かな心を育む ための木育
推進事業を進めてまいります。【商工業】人口減少、時代の趨勢や消費者の価値
観の変化などから、町 内の商工業者の経営は 厳しい現状にあります 。継続可能
な経営を支援するため 、後継者対策として事 業承継支援制度、小規 模事業者の
借入れに対する利子補 給制度を継続運用する とともに、町内での起 業環境の整
備や地域の素材を活用 した新たな商品開発、 空き店舗を活用した賑 わいの創出
な ど に つ い て 、 商 工 会 を は じ め 関 係 機 関 と 連 携 し 積 極 的 に 進 め て ま い り ま す 。
【雇用・人材育成】農 林業、建設運輸業、医 療福祉など地域を支え る産業の担
い手確保に向け、各事 業所などにおける労働 力確保や技術継承など について支
援をしてまいります。第５、地域資源を活かしたまちづくり（観光）【観光基盤・
観光資源】アイヌ文化体験などによるアドベンチャーツーリズムなどの提供や、
観 光 資 源 と し て の す ず ら ん 群 生 地 、 国 立 公 園 ポ ロ シ リ 、 二 風 谷 コ タ ン 、 び ら と
り温泉ゆから、義経神 社、映画ロケ地、二風 谷ファミリーランドや ニセウエコ
ランドなどへの積極的 な誘客と合わせ、観光 資源の新たな掘り起こ しを、観光
協会やアイヌ文化振興 公社などの関係団体と 連携し推進してまいり ます。ふる
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さと納税については、 平取町の魅力向上と新 たな返礼品の掘り起こ しや特産品
のピーアール効果を期 待するとともに、寄附 額４億円をめざし取り 組みを強化
してまいります。【観光プロモーション・観光体制】観光情報の効果的な発信の
ため、各種メディアや ＳＮＳ、ＷＥＢなどの 各種媒体を活用しなが ら、首都圏
でのプロモーションや 公式キャラクターによ る発信を強化してまい ります。平
取町の観光事業の主体 となる観光協会の機能 を強化し、観光事業の 担い手や自
然、文化ガイドなどの 人材の育成を、観光協 会、地域と連携し進め てまいりま
す。第６、「環境に優しいまちづくり」（ゼロカーボン・環境共生）【脱炭素・エ
ネルギー・循環型社会 】エネルギーの地産地 消をめざし、ゼロカー ボンシティ
宣言に基づく地球温暖 化対策実行計画に取り 組み、木質バイオマス の活用をは
じめ、地域の再生可能 エネルギー活用による 地域内経済循環型シス テムのさら
なる構築と家庭での脱 酸素についての啓発や 取り組みを進めてまい ります。ま
た、ごみの減量化、資 源のリサイクルを積極 的に推進し、負荷環境 の低減をめ
ざした循環型の地域づくりを進めてまいります。【自然環境】日高山脈襟裳十勝
国立公園をはじめ、平 取町の豊かな自然環境 を次世代へ継承するた め、緑化の
推進など、適正な保全 活動を推進します。ま た、ヒグマやエゾシカ などの有害
鳥獣対策を関係機関と連携し進めてまいります。【景観・公園】平取町景観計画
や平取町文化的景観保 全計画などに沿って、 景観の保全に努めてま いります。
また、当町でも大規模 な太陽光発電設備の整 備の需要が高まる傾向 にあります
が、脱炭素社会の実現 と良好な景観形成の両 立を図るため、実効性 のあるルー
ルなどの検討を進めて まいります。第７、快 適に暮らせるまちづく り（安全・
安心なまちづくり）【防犯・交通安全】警察、推進団体、自治会などとの連携協
力を深めながら、町民 を犯罪及び交通事故の 加害者にも被害者にも させない意
識の啓発と環境づくり に取り組むとともに、 詐欺や悪質商法に関す る情報提供
などを行い、消費者の被害防止対策を強化してまいります。【防災・減災】災害
時における危機管理体 制を充実させ、迅速な 対応を可能とする体制 を強化する
ため、計画的な備蓄品 の確保、関係機関、団 体との協力体制の確保 や町民の防
災意識の向上を図り、 減災及び想定する災害 に対応できる体制を構 築してまい
ります。【救急・消防】消防はさらなる資機材の充実強化、消防団との綿密な連
携に努め有事の際の適 切な対応を図るととも に、救急体制は各関係 機関との連
携を強化し、救急隊員 のスキルアップを図り 、救命率の向上に努め てまいりま
す。合わせて老朽化し た平取消防署消防団本 部合同庁舎の建て替え についても
検討してまいります。【道路・交通】日常の巡回、連絡体制の強化、予防保全型
の維持補修による道路 、橋梁施設の長寿命化 を図ってまいります。 合わせて、
道路交通の円滑化と安 全確保のため、幹線道 路の適切な維持管理に 努めてまい
ります。また、国や北 海道が管理する道路施 設の整備については、 一般国道２
３７号の維持補修や道 道平取静内線の貫気別 市街地区間の整備、道 道宿志別振
内停車場線改良など、 町内に多くの整備箇所 があることから、引き 続き関係機
関に早期整備を強く要 請してまいります。地 域公共交通の運用には 、通学や高
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齢者や障がい者の移動 手段の確保のため、現 在の路線バス、デマン ドバス、福
祉バスなどの利用実態 等の把握などを基に、 経済的、効率的なそれ ぞれのニー
ズに対応できる持続可能な公共交通の在り方を検討してまいります。【水道・生
活排水・河川】安全な 水の安定供給のために 水需要を的確に把握す るとともに
簡易水道配水管長期整 備計画に基づき効率的 な水道管の更新を進め 、有収率の
向上をめざすと共に、 令和７年度を改定した 簡易水道事業経営戦略 に基づき、
水道事業会計の健全化 を図ってまいります。 生活雑排水施設の適正 な処理能力
の維持には、現在の施 設では多額の費用を要 することから、現状を 把握し、新
たな視点で持続可能な 処理施設の改修などを 検討してまいります。 町管理河川
は堆積土砂の除去等を 計画的に進め、災害時 の備えを進めてまいり ます。合わ
せて、国、道管理河川 の河道掘削や樋門の整 備なども継続的に要望 してまいり
ます。また、「平取町かわまちづくり計画」に基づき、国との連携による水辺空
間の整備・保全を行う とともに、アイヌ文化 の伝承や観光、交流事 業にも関連
する河川利用を図ってまいります。【情報通信】光ファイバー網の適切な管理と
新たな情報インフラ整 備の検討を進めるとと もに、町民がデジタル 技術の利用
に不安や困難を感じることなく、安心して暮らせる環境を整備してまいります。
【住環境・住宅・土地 利用】町内での暮らし や雇用の確保には、住 環境の整備
が必須の条件となるこ とから、引き続き公営 住宅の整備について年 次計画で実
施してまいります。令 和５年度に策定した「 平取町住生活基本計画 」に基づき
令和６年度に策定した 「みどりが丘住宅団地 建替え計画」により、 民間資本や
ノウハウを活用し、公 営住宅等の整備を進め てまいります。合わせ て民間の賃
貸住宅の増設を進める ための支援制度を継続 するとともに、空き家 バンクの充
実や、空き家活用など も検討し、住宅数の確 保を図ってまいります 。また、町
内の良好な景観の形成 や倒壊による事故防止 という観点からも制度 の充実を図
り、廃屋等の撤去を進めるとともに、未利用町有地の計画的な利活用を検討し、
新たな産業創出や定住 促進などにつなげてま いります。第８、みん なで歩む協
働のまちづくり【協働・参画のまちづくり】【住民協働・コミュニティ】町民ひ
とり一人が、自身がお かれているコミュニテ ィの必要性を認識し、 共助や行政
との協働でこころふれ あう地域づくりをめざ すため、自治会活動や コミュニテ
ィ活動を積極的に支援 してまいります。合わ せて、中高生など若い 世代がまち
づくり参画できる多様な機会を創出し、地域活動の担い手を育ててまいります。
【人権尊重・多様性】 女性や子ども、高齢者 、障がい者、外国人な どすべての
方の人権が尊重される 社会、地域をめざし、 人権の「権」がちょっ と間違って
いますよね。訂正願い ます。権利の「権」で す。人権教育や相談体 制の充実を
支援してまいります。【広報・広聴】広報誌、ホームページ、公式ＬＩＮＥ等の
多様な媒体を効果的に 組み合せ、町民が必要 な情報を迅速に入手で きる環境を
整えるとともに、双方 向のコミュニケーショ ンツールを活用した住 民意向の把
握のための手法なども検討してまいります。【行財政運営・行政サービス・ＤＸ】
多様化、変化する住民 ニーズに対応できる役 場機能の構築と職員の 育成、人材
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の確保に努めてまいり ます。そのための研修 の強化や他団体との人 事交流、大
学生や高校生のインタ ーンシップ制度の導入 などを積極的に進める とともに、
ハラスメントの防止、 労働環境の改善など、 働きやすい職場の環境 づくりを進
めてまいります。合わ せて、ＡＩをはじめと するＤＸの導入により 、マンパワ
ーの補完と行政文書の デジタル化やペーパー レス化による事務効率 の向上を図
ってまいります。役場 庁舎や消防庁舎、その 他改築を考慮しなけれ ばならない
施設等について、利便 性や経済性なども考慮 し、効率的な整備を進 めるため、
それぞれの施設の改築 の整備方針とスケジュ ールなどについて検討 してまいり
ます。令和８年度の予 算においては、人件費 、公債費等の義務的経 費の増加に
より投資的経費への充 当一般財源が不足する ため、基金からの繰入 額が増加し
ており、令和８年度も ５億円を超す額の繰入 れが予定されています 。このよう
な厳しい状況下ではあ りますが、投資的経費 予算の確保は、地域経 済の循環や
雇用の確保といった重 要な側面もあることか ら、国や道、関係機関 等の制度に
よる特定財源や良質起 債の充当などを必須の 条件としながら、令和 ８年度を初
年度とする第７次総合 計画の事業実施計画を 基本に、健全な財政状 況を維持で
きる持続可能な財政構 造の構築に努力をして まいります。多様化す る住民ニー
ズに限られた財源で最 大限の対応を図るため 、事務事業等の選択、 施行は極め
て難しいものがありま すが、議会、町民の皆 様と情報を共有し、様 々な課題に
向き合いながら解決の 手法を探り、この平取 町を次の世代に引き継 ぐための努
力を続ける所存ですので、さらなる支援とお力添えを心よりお願い申し上げ「令
和８年度町政執行方針」とさせていただきます。 

 

四 戸 副 議
長 

次に、教育行政執行方針の説明を求めます。教育長。 

 

教育長 それでは、令和８年度教育行政執行方針を説明いたします。「平取町の歴史・風
土や文化を愛する心豊 かな人づくりをめざし て」を基本理念とし、 豊かな自然
と地理的条件のもと、 この地に先住し自然を 敬い共生してきたアイ ヌ民族や先
人たちがともに築いた 郷土の歴史、文化の理 解を深めながら、厳し い社会を生
き抜くためのスキルを 身につけ、心豊かで責 任感を持った人づくり をめざしま
す。また、ＡＩをはじ めとするデジタル技術 の進化や社会のグロー バル化が進
む中、将来の見通しが 立ちにくい時代を主体 的に生き抜く力が求め られていま
す。こうした変化を、 新たな学びと働き方を 創出する契機と捉え、 誰もが安全
で安心して学べる環境 の整備に努めるととも に、学校・地域・教育 委員会が相
互に連携・協働し、地 域課題の解決を通じて 、持続可能な地域づく りに資する
教育行政を推進してま いります。以下、教育 委員会として令和８年 度に重点的
に取り組む施策につい て申し上げます。学校 教育の充実、学力の向 上。全国学
力・学習状況調査への 参加と町独自で行う標 準学力検査の調査と結 果の分析・
検証を速やかに行い、 学習活動を「個別最適 な学び」と「協働的な 学び」の視
点から捉え、「知識・技能、思考・判断・表現 力、主体的に学習に取り組む態度」
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の育成に向けた授業改 善に取り組む体制づく りを進めます。ＩＣＴ 教育の推進
については、ＧＩＧＡ スクール構想により児 童生徒一人ひとりにタ ブレットパ
ソコンや高速ネットワ ークが整備され、クラ ウド活用やデジタル教 科書などの
導入が進む中、これら の機器を効果的に活用 することが重要となり ます。教員
の活用スキルの向上と 児童生徒の機器活用能 力の向上を目指すとと もに、情報
モラルに係る指導も行 っていきます。さらに 各校で一人一台端末を 効果的に活
用し、学校での学習に 加え家庭学習との連続 性を進めることで、学 習内容の定
着と主体的な学びの充 実を図ります。特別支 援教育の充実に関わっ ては、障が
いの有無にかかわらず 、児童生徒一人ひとり の教育的ニーズに応じ て、学習面
や生活面の困難さを軽 減し、可能性を最大限 に伸ばす教育の推進を 目的としま
す。発達障害のある児 童生徒や不登校など、 様々な要因により学校 生活に困難
を抱える児童生徒に対 しては、個々の状況に 応じた支援を行うとと もに、スク
ールカウンセラー等の 専門職や関係機関との 連携し、心理的安全性 を重視した
教育環境の整備、教職 員研修の充実及び校内 支援体制の強化を通じ て、安心し
て学び続けることがで きる学校づくりを進め ます。アイヌ文化学習 の推進につ
いては、平取町の重要 な財産であり、町の振 興発展に欠かせない教 育資源では
あるアイヌ文化を、す べての児童生徒が学び を深め、郷土を誇りに 思えるよう
な学習機会の提供と環 境づくりに努めます。 キャリア教育の充実に ついては、
自己の将来像や生き方 について考える機会を 大切にし、地域や関係 機関と連携
した体験的な学習を通 して、自己理解を深め るとともに、現在の学 びと将来の
進路とのつながりを意 識できるよう支援し、 発達段階に応じた社会 的・職業的
自立に必要な資質・能 力の育成に取り組みま す。生徒指導体制の充 実について
は、いじめの未然防止及び早期発見・早期解消に向け、組織的かつ迅速な対応、
体制の充実に努めてま いります。また、不登 校や支援を要する児童 生徒及びそ
の家庭への対応につい ては、教育委員会に配 置するスクールカウン セラーやス
クールソーシャルワー カーを効果的に活用し 、教職員の対応力向上 を図るとと
もに、児童生徒の心の ケアや教職員・保護者 への心理的支援を充実 させ、学校
と関係機関が連携した 組織的な支援を進めて まいります。教育施設 の維持管理
については、令和７年度までに、全小中学校の普通教室への空調設備を整備し、
児童生徒が良好な環境 のもとで学習できる体 制を整えました。今後 も、教育施
設の計画的な環境整備 と適切な維持管理に努 め、安全で快適な学習 環境の確保
を図ってまいります。 児童生徒が食の大切さ を理解する上で、学校 給食は重要
な役割を担っているこ とから、栄養教諭をは じめとする給食関係者 の衛生意識
の向上と管理の徹底に 努め、安全で安心な学 校給食の提供を図りま す。学校の
適正配置については、 少子化の進行により学 校の小規模化が進む中 、良好な教
育環境の確保と学校規 模の適正化を図るため 、該当する学校につい て、令和８
年度も引き続き協議・ 検討を進めてまいりま す。学校部活動の地域 展開につい
ては、令和８年２月に 、学校部活動に代わる 「平取町地域クラブ」 を創設しま
した。今後は、日高町 等との連携・協力を一 層深め、指導者の育成 や確保、安
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定的な運営に向けた財 源確保などの課題解決 を図りながら、生徒が 継続してス
ポーツや文化活動に親しむことができる環境づくりを進めてまいります。また、
学校部活動の地域展開 を通じて、教職員の負 担軽減と働き方改革を 推進し、教
育活動の質の向上につ なげていきます。平取 高校の魅力化について は、今年３
月の入学出願状況は、 一昨年の６名、昨年の ２１名からさらに増加 し、３０名
を超えています。令和 ８年度も「平取高校魅 力化を図り存続させる 会」を中核
として、教育委員会・ 平取高校・びらとり義 経塾の連携を更に強め 、高校の魅
力向上と安定的な生徒 確保に向けた取組を進 めます。青少年育成活 動の推進に
ついては、青少年を取 り巻く環境が大きく変 化する中、地域住民と の関わりや
多様な社会体験の機会を大切にし、地域社会の一員としての自覚と責任を持ち、
健やかに成長できる環 境づくりを推進します 。また、成人・高齢者 教育の充実
については、生涯学習 への意識向上を図り、 町民一人ひとりが生涯 にわたって
主体的に学び続けられ る学習環境の整備を進 めてまいります。あわ せて、高齢
者大学の開催などを通 じ、新しい知識や技能 の習得、仲間づくりや 世代間交流
を促進し、生きがいのある豊かな生活を支えます。読書活動の推進については、
魅力ある蔵書の整備と 資料提供の充実を図り 、住民の教養と調査研 究、余暇活
動を支えるとともに、 生涯にわたる読書習慣 の定着を推進します。 また、町内
各学校や関係団体、ボ ランティアと連携し、 児童生徒の読書活動及 び学校図書
室の充実を支援いたし ます。生涯スポーツの 推進については、スポ ーツを通じ
て子どもから大人まで が世代を超えて交流し 、健康で活力ある地域 づくりを進
めます。また、各種ス ポーツ行事や教室の開 催、指導者の育成・支 援に取り組
むとともに、スポーツ 関係団体との連携し、 競技力の向上や、地域 に根ざした
スポーツ活動の充実に 図ります。文化財の保 存と活用、二風谷アイ ヌ文化博物
館については、貴重な アイヌ文化の伝承とす る拠点として、所蔵資 料の適切な
管理を努めるとともに 、常設展示や特別展の 開催など、魅力ある博 物館運営を
推進します。また、二 風谷工芸館をはじめと する周辺施設と連携し 、学習機会
の充実や来館者の対応 の向上を図ります。沙 流川歴史館では、企画 展展示室や
レクチャーホールを活 用した企画展・特別展 ・講座等を継続的に開 催するとと
もに、関係団体と連携 した施設活用を進めて います。あわせて、展 示什器等の
必要な整備を行い、適 切な管理運営を図ると ともに、まちの歴史や 自然などに
触れる学習の機会の提 供に努めます。開拓財 産については、平取町 の開拓期に
使用された農機具や生 活用具を適切に保存し 、当時の産業や暮らし を理解でき
る展示に努めます。ま た、学校教育における 総合的な学習の時間や 郷土学習、
農作業体験などを通じ て、開拓財産の有効活 用を推進します。アイ ヌ文化伝承
活動団体への支援と協 力。アイヌ文化の普及 啓発を図るため、平取 アイヌ文化
保存会をはじめとする 伝承活動団体への支援 と協力を行い、活動の 活性化や後
継者育成に努めます。 また、体験学習の充実 と魅力発信を推進しま す。有形・
無形文化財の保護と活 用、有形文化財「旧マ ンロー邸」や重要有形 民俗文化財
「北海道二風谷及び周辺地域のアイヌ生活用具コレクション」、有形文化財「二
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風谷遺跡 群出土 品」、 有形文化 財「イ タ」、「 アットゥ シ アミ プ 」など 、地域の貴
重な文化財を適切に保 護するとともに、関係 団体と連携し、活用事 業を推進し
ます。あわせて、ユネ スコ無形文化遺産にも 登録されている重要無 形民俗文化
財「アイヌ古式舞踊」、無形民俗文化財「イタの制作技術」、「アットゥ シ の制作
技術」について、保存 継承活動や伝統行事へ の支援を行い、地域文 化資源とし
て活用を図ります。名 勝・記念物の保護と活 用。北海道を代表する アイヌ伝承
地である名勝ピリカノ カ「幌尻岳」、「オキク ルミのチャシ及びムイ ノカ」につ
いて、保存と普及啓発 、活用の推進を図りま す。また、天然記念物 「すずらん
群生地」についても、 適切な保存と活用を努 めます。重要文化的景 観の保護と
活用。重要文化的な景 観「アイヌの伝統と近 代開拓による沙流川流 域の文化的
景観」について、第４ 次選定されることを踏 まえ、関係機関と連携 しながら、
適切な保存と活用に向 けた施策を計画に推進 します。教育委員会は 、町及び関
係機関と緊密に連携し 、変化する社会や多様 化する教育課題の的確 に対応しな
がら、平取町の未来を 担う子どもたちの学び と成長を支える教育の 充実に努め
てまいります。あわせ て、町民一人ひとりが 生涯にわたり学び続け 、生きがい
や心の豊かさを実感で きるよう、生涯学習・ 社会教育・スポーツ・ 文化財の各
施策を総合的に推進し 、潤いと活力のある地 域づくりに寄与する「 生涯学習の
まちづくり」を目指し てまいります。むすび に、町民の皆様並びに 町議会議員
の皆様のご理解とご協 力を心からお願い申し 上げ、令和８年度教育 行政執行方
針といたします。 

 

四 戸 副 議
長 

以上で、令和８年度町政執行方針及び教育行政執行方針の説明を終了します。 

日程第２０、議案第１ ５号、令和８年度平取 町一般会計予算、日程 第２１、議
案第１６号、令和８年 度平取町国民健康保険 特別会計予算、日程第 ２２、議案
第１７号、令和８年度 平取町後期高齢者医療 特別会計予算、日程２ ３、議案第
１８号、令和８年度平取町介護保険特別会計予算、日程第２４、議案第１９号、
令和８年度平取町国民 健康保険病院特別会計 予算、日程２５、議案 第２０号、
令和８年度平取町簡易 水道事業会計予算、以 上、議案６件を一括し て議題とし
ます。それでは、令和 ８年度一般会計予算に ついて、説明を求めま す。総務課
長。 

 

総務課長 それでは議案第１５号 、一般会計予算につい て、ご説明をさせてい ただきます
ので、お配りをさせて いただきましたピンク 色のファイルに綴られ ている各会
計予算書の説明書きが ある資料に基づきまし て説明をさせていただ きたいと思
います。それでは１ペ ージ目をお開き願いま す。一般会計予算につ いては総額
８０億６,０００万円。第２条で継続費を第２表で定めること、第３条で債務負
担行為を第３表で定め ること、第４条で地方 債補正を第４表で定め ること、第
５条では一時借入金は １５億円と定めること を掲載しております。 それでは歳
入歳出予算の事項別明 細書においてご説明を させていただきますの で、９４ペ
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ージをお開き願います 。座って失礼させてい ただきます。９４ペー ジ、説明に
あたっては、款と項の 名称は省略させていた だき、番号のみとして 説明させて
いただきたいと思いますので、了承いただきたいと思います。９４ページ、１、
１ 、 １ の 議 会 費 、 １ 節 報 酬 、 議 員 報 酬 な ん で す け ど も 、 対 前 年 度 ２ ３ ９ 万 ２,

０００円のマイナスと なっております。これ は議員の１名減により 、報酬また
職員手当、共済費が減 額となっております。 ８節旅費、費用弁償、 対前年度比
較で１１４万９,０００円の増となっております。これは道外視察研修分とパキ
スタンギルギット市と の交流訪問のための費 用弁償が増加している ものです。
９５ページをお開きく ださい。２、１、１、 一般管理費、１節報酬 、会計年度
任用職員（パートタイム分）ですが、対前年度で５４２万３,０００円の増とな
っております。これは パートタイム会計年度 任用職員４名増となり ますが、う
ち３名については振内 生活支援ハウスきずな の直営化による雇用分 の増です。
２節給料、対前年度で ３,５２３万３,０００ 円の増となっておりま す。正規職
員及び再任用職員の人 数の変更はございませ ん。任期付職員は、会 計年度任用
職員からの登用を行い ２名増、フルタイム会 計年度任用職員は退職 者の補充や
委託から直営への切り替えなどにより２名増となっております。３節職員手当、
対前年度１,９６３万 ５,０００円の増とな っております。これは 期末勤勉手当
０．０５か月分の増、 あとは給料額の増や人 員の増などによります 。９６ペー
ジをご覧ください。１ ２節、対前年度で総額 ７,２１５万９,０００ 円の減とな
っております。この内 、最も大きな要因は自 治体行政システム標準 化委託料、
ここには記載されてお りませんが、それが前 年度はあったためとい うことで、
その分だけでも６,８ １８万４,０００円の 減となります。３行目 にありますク
ラ ウ ド 型 庁 内 連 携 シ ス テ ム 構 築 導 入 委 託 料 と あ り ま す ４ ９ ５ 万 円 の 予 算 で す
が、現在、職員間で利 用しているグループウ エアでありますサイボ ウズは、サ
ーバー機器を町が設置 し運用しておりますが 、これをクラウド型の 別システム
に変えてテレワークを 可能とするとともに機 能の拡張により利便性 を高めよう
とするものです。７行 目にあります文書管理 システム導入委託料３ ３０万円で
す。これは文書管理及 び決裁を電子で行うペ ーパーレス化事業を実 施するため
の委託料です。１番下 の項目の庁舎基本計画 策定業務委託料９８０ 万円です。
これは現在、職員間で 基本構想のたたき台を 検討しておりますが、 それが作成
できましたら検討委員 会を組織し、素案と基 本計画の策定を行うた めの委託料
となります。１３節使用料及び賃借料、１行目、行政システム使用料３,７７０
万円の計上です。自治 体行政システム標準共 通化後のシステム使用 料となりま
す。令和７年度との比較で３,４４７万円の増となります。３行目、庁内情報処
理機器等使用料１,３ ２７万６,０００円の 計上です。標準化・共 通化により、
政府共通クラウドを利 用することとなる使用 料でマイクロソフトラ イセンス使
用料などの予算となります。次が、文書管理システム使用料１０４万３,０００
円ですが、これは文書 管理システムの使用料 、新規項目となります 。失礼しま
した９７ページのご説 明です。１７節備品購 入費、連絡車４００万 円の計上で
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す。リース終了となる １台の公用車をハイブ リッド車へと更新し、 購入とする
ことで、脱炭素債を充 当しようとするもので す。１８節負担金、補 助及び交付
金の中の平取町自治会 総合交付金１,３３３ 万９,０００円です。 これは交付金
の改定を想定し２８６万２,０００円の増額としておりますが、令和８年度にお
いて自治会と協議検討を行う考えです。９９ページをお開き願います。２、１、
３、財産管理費１０節需用費、修繕料全体で３３５万円の計上ですが、この内、
振内単身者住宅内部改 修分ということで、管 理人室を単身者用１Ｌ ＤＫへ修繕
するため、対前年度１ ００万円の増額となっ ております。１４節工 事請負費、
職員住宅解体工事として１,０００万円の計上です。これは本町みどりが丘地区
の老朽化した職員住宅 を４戸解体し、その跡 地を町営住宅として利 用しようと
するものです。町有建物解体工事２１１万２,０００円の計上です。これは旧振
内営林署敷地内にある 建物１棟を解体しよう とするものです。１８ 節負担金、
補助及び交付金、教職員住宅整備費助成金２,５００万円の計上です。これは令
和８年度より職員住宅 教員住宅確保対策とし て民間が共同住宅の整 備運営を行
い、町がそれを借り上 げる方式を推進してい くこととしております が、整備費
に対しても助成を行い 、運営支援と家賃抑制 の両立を図ることとし 、２ＬＤＫ
までは１戸あたり２０ ０万円の１０戸、３Ｌ ＤＫは１戸あたり２５ ０万円の２
戸、合わせて２,５００万円の予算計上としております。１０５ページをご覧く
ださい。２、１、９、 企画費、７節報償費、 ２行目の平取高校学生 寮、食事提
供者謝金４０３万２,０００円とあります。これは高校生寮の運営のため３名の
謝金を計上し、対前年 度１２６万円の増とな っております。３行目 の項目にな
りますが平取高校学生寮管理者謝金３４５万６,０００円の計上です。これは地
元採用のハウスマスターを設置するための謝金となります。１０節修繕料には、
空き家等相談事務所修 繕料を含み４００万円 を計上し、これは既存 家屋を空き
家等相談事務所として 使用するための修繕料 となります。１０６ペ ージをお開
きください。１４節工 事請負費として、対前 年度８,７３７万８,０ ００円の増
となっております。こ れは平取テレビ中継局 放送機の更新が４,５ ０２万８,０
００円、みどりが丘地 区における民間共同住 宅建設促進のための用 地の外構工
事２,２００万円、インターネット回線を活用した電話交換設備であるＩＰボッ
クスの空調設備等更新工事２,０３５万円を新たに計上しております。１８節負
担金、補助及び交付金の２行目、民間賃貸共同住宅整備費助成金２,４００万円
の計上です。令和８年 度は、１ＬＤＫ、２Ｌ ＤＫそれぞれ４戸の８ 戸の助成金
を計上し、対前年度１,６００万円増としております。１０９ページをお開き願
います。２、１、１２、ゼロカーボン推進費、１８節負担金、補助及び交付金、
住 ま い の ゼ ロ カ ー ボ ン 化 推 進 補 助 金 で ５ ８ ６ 万 ５,０ ０ ０ 円 を 計 上 し て お り ま
す。令和７年度に引き 続き実施するものです が、エアコン需要の高 まりにより
令和７年度より３０台 増の５０台への補助を 計上しております。１ １０ページ
をお開き願います。２ 、１、１３、防災対策 費、１７節備品購入費 であります
が、全国瞬時警報シス テムとして９９０万円 の計上です。これは国 のＪアラー
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トシステムの更新を行 うものです。１１８ペ ージをお開き願います 。３、１、
１社会福祉総務費、１ ８節負担金、補助及び 交付金の１行目、共同 生活援助施
設整備事業補助金１億３６０万８,０００円計上です。本町地区に障がい者グル
ープホームを整備しよ うとする社会福祉法人 平取福祉会への補助金 です。２行
目、指定就労継続支援事業所整備事業補助金２,２００万円の計上です。障害者
の平取町での生活を支 援するため、本町地区 に指定就労継続支援事 業所を整備
しようとする平取福祉会への補助となります。１２０ページをお開き願います。
３、１、２、老人福祉 費で本科目には振内生 活支援ハウスの経費と 令和７年度
までのすこやか福祉基 金費に計上していた緊 急通報システム運営に 関する経費
を計上し、すこやか福 祉基金費は科目を廃止 としております。１８ 節負担金、
補助及び交付金の４項 目、びらとりデイサー ビス送迎車両更新費補 助金４８６
万９,０００円の計上です。送迎車両の老朽化による更新を行うため平取福祉会
に補助するものです。 １２２ページをお開き 願います。ふれあいセ ンター管理
費、この科目番号は昨 年度まではすこやか福 祉基金費でしたが、廃 止によりふ
れあいセンター管理費 を第９項から第３項へ 移行しております。１ ２３ページ
をお開き願います。３、１、４福祉施設費、１０節の修繕料です。９６１万４,

０００円の計上ですが、これはびらとり温泉ゆからの温泉揚湯ポンプについて、
２年に１度オーバーホールを実施するための予算４５７万６,０００円と、客室
空調設備の修繕を客室 に２台分、それと男女 脱衣場において実施す るための予
算２２７万８,０００円、男女大浴場浴槽修理費１７６万円などを計上しており
ます。１２５ページをお開きください。３、１、６、生活館費、１２節委託料、
１番下の荷負生活館改 築工事監理業務委託料 ６６０万円を計上して おります。
１４節工事請負費、３ 行目にあります長知内 ふれあい館照明ＬＥＤ 化工事が新
規計上で３３１万１,０００円、１行目と２行目で荷負生活館改築工事及び外構
工事、改築工事費として１億９,７２１万９,０００円を、外構工事費として３,

３３１万９,０００円を計上しております。１７節備品購入費です。７６５万７,

０００円の計上ですが 、これは荷負生活館備 品として計上しており ます。１２
６ページをお開き願い ます。３、１、７、ア イヌ施策推進費、１２ 節委託料、
３行目のジャパン・ソ サエティー派遣業務委 託料２,０２３万５,０ ００円の計
上です。これはニュー ヨークで開催されるジ ャパン・ソサエティー イベントに
派遣し、アイヌ文化を ＰＲしようとするもの です。９行目にありま すアイヌ文
化国際交流事業委託料５８６万１,０００円の計上です。これは台湾の先住民族
との交流事業となりま す。１２９ページをお 開き願います。３、２ 、１、児童
福祉総務費、１２節委 託料、１行目の子ども のための教育・保育給 付費１億２
９万６，０００円の計 上です。保育無償化を 行うための常設保育所 に対する予
算で、対前年度３９９万９,０００円増となっております。１８節負担金、補助
及び交付金の２行目、 結婚新生活支援事業補 助金１５０万円の計上 です。これ
は結婚に伴い新婚生活 をスタートする世帯を 支援するため、結婚後 に新たな生
活を始めるための家賃 や引っ越し費用等の一 部を補助しようとする ものです。
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４世帯分を計上してお ります。１３２ページ をお開き願います。３ 、２、３、
児童福祉施設費です。 ここには、子ども発達 支援センターの運営に 係る費用を
この科目に統合してお ります。１３９ページ をお開き願います。４ 、１、６、
診療所費、１４節工事請負費、振内歯科診療所外部塗装工事３３９万９,０００
円の計上です。これは 振内歯科診療所の外壁 及び屋根の塗装を行う ものです。
１４４ページをお開き 願います。５、１、２ 農業振興費、１８節負 担金、補助
及び交付金、３行目、新規就農者用リース農場整備事業補助金３,０００万円で
す。就農予定地に中古 ハウス資材を活用し、 新規就農者用リース農 場整備を行
うもので２件分を計上 しております。４行目 新規就農者経営発展支 援事業補助
金２,２５０万円の計上です。経営開始年度に施設機械等の導入を支援する事業
で、令和７年度では２件分１,１２５万円を計上したものですが、国の予算不足
により、令和７年度分 は令和８年度に持ち越 しとなったため、令和 ８年度は４
件分の予算計上してお ります。１５０ページ をお開き願います。５ 、２、２、
林業振興費、１８節負 担金、補助及び交付金 の１行目、森林環境譲 与税活用事
業補助金２,７３５万 １,０００円の計上で す。公共造林事業を除 く民有林森林
整備にかかる費用が令和７年度より９３５万１,０００円増となっております。
１ ５ ２ ペ ー ジ を お 開 き 願 い ま す 。 ５ 、 ２ 、 ４ 、 林 道 費 、 １ ４ 節 工 事 請 負 費 ６,

０２２万５,０００円の計上です。その他林道オユンベ線改良工事１０１．７メ
ートル分で工事費４,４２２万５,０００円 、林道生産基盤整備道 トウナイ線橋
梁 補 修 工 事 は 新 規 で １,６ ０ ０ 万 円 の 計 上 で す 。 １ ５ ３ ペ ー ジ を お 開 き 願 い ま
す。６、１、１、商工 総務費、これは寄附額 を令和７年度の３億円 から令和８
年度は４億円と見込み 、手数料や委託料など 、かかる経費がそれに 比例して増
加するため所要の予算 を計上しております。 １５４ページをお開き 願います。
６、１、２、商工振興 費、町特産品のＰＲ経 費につきまして、令和 ７年度は商
工総務費に計上してい たものを本科目へ移行 しており、旅費、消耗 品費、手数
料、使用料及び賃借料 などで増加しておりま す。１８節負担金、補 助及び交付
金の３行目、中小企業 ・小規模事業者借入資 金利子補給費補助金３ ２５万円で
す。新規融資額を８,０００万円として利子補給額を計上したものです。対前年
度２８５万円の増とな っております。合わせ て２０節貸付金の中小 企業特別融
資貸付金は、令和７年 度の新規貸付額が増加 したことにより、預託 金が６１７
万円の増となっており ます。１５７ページを お開き願います。６、 ２、１、観
光振興費、７節報償費 は、地域おこし協力隊 員３名分の計上で１,０４７万６,

０００円となっており ます。これは観光支援 員１名に加え、新規に 国立公園振
興支援員１名、ＳＮＳ 運用支援員１名を計上 しております。活動費 補助金も同
様 と な り ま す 。 １ ２ 節委 託 料 、 ア イ ヌ 文 化 ポロ シ リ 魅 力 向 上 事 業 業 務 委 託 料 ２
７５万９,０００円です。これはアイヌ文化の理解と国立公園の魅力発信で地域
振興を推進するため、 解説を行う人材の育成 を行う事業ですが、ア イヌ総合政
策交付金を活用した事 業として新規に計上し ております。１５９ペ ージをお開
き願います。６、２、 ２、公園管理費、１１ 節手数料について、義 経公園支障
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木伐採手数料１００万 円を含んでおります。 これは義経公園におけ る倒木の危
険がある立木の伐採予算を計上しております。１６２ページをお開き願います。
７、２、１、道路維持 費、１１節手数料につ きまして、これには街 路樹整備手
数料２５４万１,０００円を含んでおります。街路樹１１０本分の整備を行う予
算を新規に計上してお ります。１２節委託料 の４行目になりますが 、町道シェ
ッド点検委託料３００ 万円を計上しておりま す。５年に１度の点検 として川向
覆道の定期点検にかか る委託料を計上してお ります。下から２行目 の現地測量
調査委託料１２０万円 の計上です。町道の維 持管理において測量が 必要となる
箇所が発生することか ら、測量調査業務委託 料を新規計上しており ます。１４
節工事請負費につきま しては、本町グラウン ド線側溝補修工事３０ メーター分
１２０万円と紫雲古津 鹿内線側溝補修工事５ ０メーター、１６０万 円を新規施
工いたします。１６３ページをお開き願います。７、２、２、道路新設改良費、
１２節委託料、小平滝沢北島線調査設計委託料を新規事業として１,３００万円
計上しております。１４節工事請負費、道路改良工事については４行目の中で、
この工事のうち荷菜三 塚分譲線改良舗装工事 １００メーター４５０ 万円を新規
に実施することで計上しております。１６４ページをお開き願います。７、２、
３、橋梁維持費、１２ 節委託料の２行目、橋 梁長寿命化補修設計委 託料９００
万円の計上です。これ は豊糠岩内線の橋梁補 修設計を委託するもの です。１４
節工事請負費、３行目、豊糠岩内線橋梁舗装工事２,９００万円の計上です。豊
糠岩内線の橋梁補修工 事として、塗装塗り替 えや断面補修が必要な ことから新
規事業として実施しま す。１６５ページをお 開き願います。７、３ 、１、河川
維持費、１２節委託料 、３行目にあります工 藤の沢支流河川調査設 計委託料９
００万円の計上です。 工藤の沢支流４００メ ーターの調査設計委託 料を新規に
実施します。１６８ペ ージをお開き願います 。７、４、３、住宅建 設費、１２
節委託料、本町緑ヶ丘団地実施設計業務委託料１,８４０万円の計上です。平取
町公営住宅長寿命化計 画に基づく建て替えの ための実施設計を委託 するもので
す。１６９ページをお 開き願います。８、１ 、１、消防費、１８節 負担金、補
助及び交付金、日高西 部消防組合負担金２億 ８,９９３万８,０００ 円の計上で
すが、このうち平取消 防署の事業の主なもの としては、令和８年度 は積載車１
台の購入、待機宿舎内部改修、高度救急シミュレーターの更新を行うものです。
１７２ページをお開き 願います。９、１、２ 、事務局費、１７節備 品購入費、
アイヌ文化学習用備品８３万６,０００円の計上です。この内訳は、撚り機８台、
織機８台、研磨機１台 を新規に購入するもの です。１７３ページを お開き願い
ます。９、２、１、小 学校費の学校管理費で す。１７節備品購入費 、通学バス
購入費４３５万円の計 上です。これは通学バ スの老朽化により１台 を更新する
ものです。１７６ページをお開き願います。９、３、１、中学校の学校管理費、
１０節修繕料には平取 中学校個別暖房機への 更新２１台と、既存暖 房機の撤去
２２台で５１６万円の 実施予算を含んでおり ます。１８１ページを お開き願い
ます。９、４、３、文 化財保護費、８節旅費 につきましては対前年 度６９９万
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４,０００円の増となっておりますが、これはポーランドピウスツキ博物館への
随行員含む１１名の派遣事業実施による増加となっております。１２節委託料、
萱野茂生誕１００年記 念事業展示作製業務委 託料、１番下の項目で すが、９７
３万５,０００円の計上です。これは生誕１００年を記念して特別展を開催する
新規事業となります。 １８２ページをお開き 願います。１４節工事 請負費、収
蔵室除湿機設置工事１４０万８,０００円の計上です。これは収蔵室の湿気防止
対策として除湿機設置工事を実施します。１８６ページをお開き願います。９、
４、７、図書館費、１７節備品購入費、図書館施設用備品８７万６,０００円の
計上です。これは事務 室及びキッズコーナー にエアコンを各１台設 置するもの
です。１８７ページを お開き願います。９、 ５、１、保健体育総務 費、７節報
償費、総合型クラブ指導者報償費１５１万２,０００円の計上です。これは部活
動地域展開を図るべく 指導者謝金を予算計上 したものです。１８８ ページをお
開き願います。９、５ 、２、体育施設費、１ ４節工事請負費、町営 球場駐車場
側溝補修工事３００万 円の計上です。これは 駐車場側溝が機能低下 しているた
め補修工事を実施する ものです。１９３ペー ジをお開き願います。 １２、１、
１、国民健康保険病院特別会計繰出金、２７節繰出金です。計上は５億６,８０
８万３,０００円の計上で、対前年度３,４７６万３,０００円の増となっており
ます。これは職員給与 費の増加や物価高が病 院経営を圧迫している ことから、
一般会計において繰出 金を増加し、経営改善 を図るものです。歳出 については
以上となります。続き まして歳入についてご 説明させていただきま す。２８ペ
ー ジ を お 開 き 願 い ま す 。 ２ ８ ペ ー ジ 、 ９ 、 １ 、 １ 、 地 方 特 例 交 付 金 で す 。 ２,

８５０万円の計上となっておりますが、対前年度２,７００万円の増となってお
ります。これは自動車 税や軽自動車税の環境 性能割の廃止分と地方 揮発油譲与
税の廃止に伴う減収分 を本科目で補填すると されたことによる増を 見込んだも
の で す 。 ２ ９ ペ ー ジ を お 開 き 願 い ま す 。 １ ０ 、 １ 、 １ 、 地 方 交 付 税 ３ ７ 億 ６,

０００万円の計上です。普通交付税３３億５,０００万円は、国の計画では６．
５パーセント増とされ ておりますが、人口減 などの要素も加味し、 令和７年度
の 普 通 交 付 税 当 初 算 定 額 は ３ ２ 億 ５,８ ０ ０ 万 円 で し た が ３ パ ー セ ン ト 増 で 計
上しております。特別 交付税は４億１,００ ０万円と対前年度１,０００万円の
増としております。３４ページをお開き願います。１４、１、２、民生使用料、
６節生活支援ハウス使用料６９６万４,０００円の新規項目です。これは直営化
したことによる使用料 計上となります。４４ ページをお開き願いま す。１５、
２、２、民生費国庫補 助金、１節社会福祉費 補助金。このうちアイ ヌ政策推進
交付金が多くを占めま すが４億８,９６３万 ５,０００円の計上で す。対前年度
でいうと１億６,７０ ５万２,０００円とな っておりますが、荷負 生活館改築事
業にかかる交付金の増 が主な要因となってお ります。６０ページを お開き願い
ます。１６、２、７、 教育費道補助金、学校 給食費道補助金、２節 のところで
すけども、給食費負担 軽減交付金として１,０３５万３,０００円 の計上です。
これは令和８年度から 実施される公立小学校 給食費への保護者の経 済的負担を



- 50 - 

軽減するための国支援 施策で新規項目となり ます。６８ページをお 開き願いま
す。１８、１、１、寄 附金、１節寄附金４億 １００万円の計上です 。対前年度
１億９００万円増とな っておりますが、主に はふるさと応援寄附金 を１億円追
加して見込んだもので す。８６ページをお開 き願います。８６ペー ジの総務債
から９３ページ教育債 までは、各種事業に充 当した地方債を記載し ております
が、それぞれの事業名 の横、または下に充当 した起債の種別と括弧 書きは交付
税算入率を記載してお ります。７ページをお 開き願います。第２表 、継続費に
つきまして、継続費は２か年以上にわたって執行する必要のある経費について、
年度ごとに記載する表 となっております。２ 款１項総務管理費にお いて、テレ
ビ中継局の工事が行わ れますが、これについ ては令和８年度で契約 し、令和１
０年度完成となること から、このような継続 費の設定ということに なります。
８ページをお開き願い ます。債務負担行為、 第３表については、記 載のとおり
となります。９ページ をお開き願います。第 ４表、地方債について は、右下に
記載種別ごとにまとめ た数値を記載しており ます。また、２０６ペ ージ以降に
は給与費明細書及び地 方債現在高の表を添付 しておりますので、後 ほどお読み
取り願います。以上、 ご説明とさせていただ きますので、ご審議の ほどよろし
くお願いいたします。 

 

四 戸 副 議
長 

次に、国民健康保険特別会計予算について、説明を求めます。町民課長。 

 

町民課長 議案第１６号、令和８ 年度平取町国民健康保 険特別会計予算につい てご説明さ
せていただきます。国 保１ページをお開きく ださい。第１条、歳入 歳出予算に
ついてですが、予算の総額を７億２,９９０万円と定めるものです。第２条では
一時借入金について記載しておりまして、最高額を５,０００万円と定めます。
第３条では予算の流用 について規定しており ます。お読み取りをお 願いいたし
ます。歳入歳出予算の 事項別明細書について は配付させていただき ました予算
説明に記載させていた だきましたので、お読 み取りくださいますよ うお願いい
たします。それでは特 徴的な歳出についての みご説明させていただ きます。国
保３４ページをご覧く ださい。３款３項１目 介護納付金分、１８節 負担金、補
助及び交付金となります。前年度の比較で１８２万４,０００円の増となってい
ます。財政運営主体の 北海道の算出となりま すが、被保険者数、世 帯数、課税
所得全てにおいて上がったことにより、１８２万４,０００円増額となっており
ます。次に国保３５ペ ージをご覧ください。 ３款４項１目子ども子 育て支援納
付金、１８節負担金、 補助及び交付金となり ます。こちらは少子化 対策のため
の新たな財源確保のた め、医療保険料に上乗 せされるもので、北海 道の定める
４ ８ ６ 万 ６,０ ０ ０ 円 を 新 規 で 計 上 し て ご ざ い ま す 。 以 上 簡 単 で は ご ざ い ま す
が、議案第１６号のご 説明とさせていただき ますので、ご審議のほ どよろしく
お願いいたします。 

 



- 51 - 

四 戸 副 議
長 

次に、後期高齢者医療特別会計予算について、説明を求めます。町民課長。 

 

町民課長 議案第１７号、令和８ 年度平取町後期高齢者 医療特別会計予算につ いてご説明
させていただきます。 後期１ページをご覧願 います。第１条で歳入 歳出予算の
総額について記載しております。歳入歳出それぞれ１億２,９８０万円と定めよ
うとするものです。な お、事項別明細書につ きましては、別途配布 の説明書を
ご覧いただきたいと思 います。特徴的な歳出 についてのみご説明さ せていただ
きます。後期１９ペー ジをご覧ください。２ 款１項１目後期高齢者 医療広域連
合納付金、１８節負担 金、補助及び交付金と なります。広域連合へ の納付金と
保 険 基 盤 安 定 負 担 金 が 上 が っ た こ と に よ り ８ １ ４ 万 １,０ ０ ０ 円 の 増 額 と な っ
てございます。以上、 簡単ではございますが 、議案第１７号のご説 明とさせて
いただきますので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

四 戸 副 議
長 

次に、介護保険特別会計予算について、説明を求めます。保健福祉課長。 

 

保 健 福 祉
課長 

議案第１８号、令和８ 年度平取町介護保険特 別会計予算についてご 説明いたし
ます。介護保険の１ペ ージをお開きください 。令和８年度平取町介 護保険特別
会計予算、第１条は歳入歳出予算の総額をそれぞれ５億８,４４０万円に定めよ
うとするものでござい ます。第２項は、歳入 歳出予算の款項区分及 び当該区分
ごとの金額は第１表、 歳入歳出予算によるも のとしております。第 ２条は一時
借入金の最高額を５,０００万円にしようとするものでございます。第３条、歳
出予算の流用については、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、
歳入歳出予算の各項の 経費を流用することが できる場合を１号で保 険給付費内
の各項の間の流用、２ 号で地域支援事業費内 の各項の間の流用と規 定しており
ます。前年度予算額と の比較について簡単に ご説明いたしますので 、介護保険
の６ページをご覧くだ さい。歳出、１款総務 費、本年度予算額１,５９６万７,

０００円で６２８万８,０００円の増です。主な理由は、国が進めるシステム標
準化に伴うクラウドシ ステムサーバーの使用 料と、第１０期高齢者 福祉介護保
険事業計画の策定に伴 う業務委託料が増とな ってございます。２款 保険給付費
は５億２６５万７,０ ００円で、２２８万３,０００円の増です。 主な要因は、
介護施設入所等にかか る給付費の増となって ございます。３款地域 支援事業費
は６,５１３万円で、 ８２万８,０００円の 増です。認知症総合支 援事業の新た
な事業として、認知症 に関して困っている方 に対し早期に支援を行 う業務委託
料と高齢者の交流サロ ンでの活動に対しポイ ントを付与する事業が 主な増の理
由となってございます 。４款基金積立金は３ 万６,０００円で１,０ ００円の増
です。これまでの基金 積立金の０．０４パー セントを計上しており 、基金の増
に伴う増額となってご ざいます。予算額の合 計では、対前年度比９ ４０万円の
増です。なお、事項別 明細書については、配 付資料をご覧ください 。以上で、
議案第１８号、令和８ 年度平取町介護保険特 別計画予算の説明とさ せていただ
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きますので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

四 戸 副 議
長 

次に、国民健康保険病院特別会計予算について、説明を求めます。病院事務長。 
 

病 院 事 務
長 

病院の１ページをお開 き願います。議案第１ ９号、令和８年度平取 町国民健康
保険病院特別会計予算 に関しまして説明させ ていただきます。第１ 条は、令和
８ 年 度 平 取 町 国 民 健 康 保 険 病 院 特 別 会 計 の 予 算 を 次 に 定 め る と こ ろ に よ り ま
す。第２条、業務の予 定量について、病床数 は一般病床で４２床、 年間患者数
は入院１万９５０人、外来１万９,４４０人を見込み、１日平均患者数は入院３
０人、外来８０人を見 込んでおります。第３ 条、収益的収入及び支 出の予定額
は次のとおりとするも のであります。収入、 第１款の病院事業収益 は、第１項
医業収益４億３,３７５万８,０００円、第２項医業外収益４億８,３００飛んで
５万９,０００円、第３項特別利益１０万円、支出、第１款病院事業費用は、第
１項医業費用８億９,３７１万４,０００円 、第２項医業外費用２,２１０万３,

０００円、第３項特別 損失１０万円、第４項 予備費１００万円とし 、収益的収
入、支出のそれぞれ合 計は９億１,６９１万 ７,０００円としてお ります。次の
ページをお開き願いま す。病院の２ページに なりますが、第４条、 資本的収入
及び支出の予定額を次 のとおりとするもので あります。収入、第１ 款資本的収
入は、第１項一般会計 負担金１億８,８００ 飛び８万３,０００円 、支出、第１
款資本的支出は、第１ 項企業債償還金１億８,４８１万７,０００円 、第２項建
設改良費２００万円、第３項貸付金１２６万６,０００円とし、資本的収入及び
支出を１億８,８０８ 万３,０００円として おります。第５条一時 借入金限度額
は、限度額を５億円と 定めるものであります 。第６条、議会の議決 を経なけれ
ば流用することのでき ない経費として、職員 給与費５億９,４９２ 万７,０００
円、交際費３５万円としております。第７条、たな卸資産の購入限度額ですが、
限 度 額 を ７,０ ０ ０ 万 円 と 定 め る も の で あ り ま す 。 次 の ペ ー ジ を お 開 き 願 い ま
す。病院の３ページに なりますが、令和８年 度平取町国民健康保険 病院特別会
計予算実施計画書の総 括となりますが、収益 的収入及び支出につき ましては、
それぞれ９億１,６９ １万７,０００円とな ります。次に、４ペー ジをお開き願
います。病院の４ペー ジになりますが、資本 的収入及び支出につき まして、そ
れぞれ１億８,８０８ 万３,０００円として おります。予算書５ペ ージ目以降に
つきましては、お配り しております予算説明 書の中で増減の内訳等 を記載して
おりますので、説明に つきましては省略させ ていただきますが、病 院の６ペー
ジをお開き願います。 収益的収入ですね、上 から２番目になります が、収益的
収入の一般会計負担金 につきましては、前年 度比３,０００万円増 の３億８,０
００万円とさせていた だいております。次に 病院の１４ページをお 開き願いま
す。こちらは資本的収 入の一般会計負担金で ありますが、一般会計 からの繰入
金については１億８,８００飛んで８万３,０００円ということで 、資本的収入
に関しましては、こち らに関しましては、ほ ぼ病院の起債償還に充 当する予算
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となっております。簡 単でありますが、以上 で議案第１９号、令和 ８年度平取
町国民健康保険病院特 別会計予算についての 説明とさせていただき ますので、
ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

四 戸 副 議
長 

次に、簡易水道事業会計予算について、説明を求めます。建設水道課長。 

 

建 設 水 道
課長 

それでは議案第２０号 、令和８年度平取町簡 易水道事業会計予算に ついてご説
明させていただきます ので、水道１ページの 予算書をご覧いただき たいと思い
ます。第１条に総則、 令和８年度平取町簡易 水道事業会計の予算は 次に定める
ところによるものとい たします。第２条、業 務の予定量については 、令和７年
度の実績予定量をもと に、記載のとおり令和 ８年度の業務の予定量 を定めてお
ります。なお、４号の 主要な建設改良事業に ついてでございますが 、こちらに
つきましては、量水器 取替工事のほか、本町 地区配水管の更新工事 、荷菜地区
と去場新生地区の配水 管延長整備工事を計上 のほか、本町地区と中 部振内地区
の機械電気計装設備等 の更新工事と、今回は スマートメーターの取 り付け工事
にかかる費用として計 上してございます。合 計額として２億１,４ １５万２,０
００円を計上しており 、令和７年度対比６,０４６万８,０００円 の増額となり
ます。続きまして、第３条でございますが、収益的収入及び支出を定めており、
３条の費用の財源に充てる企業債については、４条の資本的収入には計上せず、
３条のなお書きによって計上することとなっているので、営業費用中、総経費、
委託料に要する経費の 財源に充てるため、企 業債を３６０万円借り 入れること
を記載してございます 。令和７年度対比１９ ０万円の増額です。収 入の部、１
款簡易水道事業収益２ 億５,２２７万８,００ ０円を見込みます。第 １項営業収
益として１億１,９３ ３万２,０００円を計 上。３ページ、予算実 施計画、５ペ
ージの予算明細書に記 載しておりますけれど も、水道料金収入を１ 億１，８９
３ 万 ２,０ ０ ０ 円 、 給 水 工 事 設 計 審 査 検 査 手 数 料 収 入 ４ ０ 万 円 を 計 上 し て い ま
す。第２項営業外収益 で１億３,２９４万６,０００円を計上してお ります。３
ページ、５ページに記 載のとおり、他会計補 助金、これには一般会 計からの繰
入 金 の う ち 、 総 務 省 で 定 め た 基 準 内 の 繰 入 金 及 び 基 準 外 の 繰 入 金 を 含 ん だ ６,

０５７万３,０００円と、長期前受金戻入６,３８０万３,０００円、消費税及び
地方消費税還付６７０ 万円を見込み、国庫補 助金はスマートメータ ー導入事業
に係る委託費の補助金 として１８７万円を計 上しております。長期 前受金戻入
は過去に整備された固 定資産の財源となった 国庫補助金と毎年度収 益化してい
るものであり、長期前受金戻入は現金を伴わない収益となっております。また、
令和８年度分の水道会 計消費税の申告額が還 付となる予定であり、 その概算金
額を消費税還付金とし て計上してございます 。次に、支出の部でご ざいます。
第１款、簡易水道事業費用２億３,０１８万９,０００円、令和７年度対比で１,

１ １ ５ 万 ２,０ ０ ０ 円 の 増 額 と な り ま す 。 第 １ 項 営 業 費 用 ２ 億 ２,２ ４ ４ 万 ８,

０００円を計上。令和７年度対比、１,２７１万円の増額。内訳としましては、
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３ページの予算実施計画、５ページから７ページの予算明細書に記載のとおり、
原水及び浄水費に２,６９１万４,０００円、配水及び給水費に２,２１１万円、
人件費等の総係費３,６４７万５,０００円 、減価償却費１億２,６７８万８,０
００円を計上しており ます。この減価償却費 は過去に整備された施 設や水道管
などの固定資産につい て、取得額を耐用年数 に応じて費用を計上し たものであ
り、こちらも長期前受 金戻入と同じく現金が 伴わない費用となりま す。また、
資産消耗費として１,０１６万１,０００円 を計上してございます が、こちらは
施設の管路、施設及び 管路の更新によりまし て、取り替え対象とな った古い資
産を除却処分する際に 、それら取り替え対象 資産のまだ減価償却が されていな
い費用が、除却費とし て発生する費用でござ いまして、こちらも現 金が伴わな
い費用となりますが、計上することになります。第２項営業外費用７２４万１,

０００円、令和７年度対比で１５５万８,０００円の減額となります。この費用
は企業債償還金の利子 償還金額を計上してい ます。第３項予備費と して令和７
年度同額の５０万円を 計上しています。次に 、４条資本的収入及び 支出でござ
います。資本的収入及 び支出の予定額は、次 のとおり定める。資本 的収入額が
資本的支出額に対し不 足する額６,７７６万 ４,０００円は、３条 なお書きの企
業 債 ３ ６ ０ 万 円 、 当 年 度 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 資 本 的 収 支 調 整 額 １,９ ５ ２ 万
５,０００円、過年度損益勘定保留資金３,３６８万３,０００円、当年度損益勘
定保留資金１,０９５ 万６,０００円を補填 するものとしておりま す。第１款資
本的収入２億７,５２４万７,０００円を計上。令和７年度対比で１億１,３８４
万８,０００円の増額です。第１項企業債について、４ページの予算実施計画、
９ページの予算明細書 に記載のとおりでござ いますが、こちらは建 設改良に係
る事業の企業債として１億９,９５０万円計上しております。令和７年度対比１
億６９０万円の増額と なります。第２項他会 計補助金は、一般会計 からの繰入
金として、総務省で定 めた基準内繰入金とし て２,５８２万５,００ ０円を計上
しています。令和７年度対比５１８万２,０００円の減額となっております。第
３項国庫補助金を４,９９２万２,０００円 。こちらは９ページの 予算明細書の
とおり、配水管整備工 事、計装設備更新工事 、スマートメーター導 入事業に対
する補助金として計上しています。令和７年度対比２,２１３万円の増額となっ
ております。４項その 他資本的収入は、令和 ８年度については、国 道の水道管
補償が完了したことか ら、ゼロ計上としてお ります。２ページをお 願いいたし
ます。続いて資本的支 出でございます。第１ 款資本的支出３億４,３０１万１,

０００円を計上。令和 ７年度対比９,２７９ 万４,０００円の増額 となります。
第１項建設改良費を２ 億４,０７１万２,００ ０円。こちら４ページ の予算実施
計画、１０ページの予 算明細書に記載のとお りでございますけれど も、工事請
負５事業と量水器取替 事業、また、スマート メーター取付工事を見 込んでござ
います。スマートメー ターの設置調整は、令 和８年度内を目標とし 、令和９年
１月には供用開始を目指していきたいと考えてございます。令和７年度対比８,

０９８万９,０００円の増額となります。第２項企業債償還金は、企業債償還金
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の元金償還金として、 ７,８８０万１,０００ 円を計上してございま す。令和７
年度対比１,０９８万 ３,０００円の減額と なってございます。第 ３項固定資産
購入費は、こちらは量 水器３０台分の購入費 ５４万円と、スマート メーター導
入用通信端末をはじめ 、諸材料の購入費とし まして２,２９５万８,０００円と
し、２,３４９万８,０００円を計上してございます。令和７年度対比２,２７８
万８,０００円の増額となっております。第４条予算は、支出に対し収入が不足
する場合は、括弧書き にどのような財源で不 足分を補うか記載する ことになっ
ていることから、不足 する額６,７７６万４,０００円を補う財源は 、先ほど冒
頭でご説明させていただいたとおり、記載をさせていただいております。なお、
算出の説明につきまし ては、予算説明資料の ２０ページに添付資料 ①というも
のを添付してございま すので、そちらで確認 をお願いいたします。 第５条の企
業債についてでござい ますが、起債の目的、 限度額、起債の方法、 利率及び償
還の方法は、表に記載 のとおりとなってござ います。なお、最下段 の公営企業
会計関連事業について は、３条で規定の起債 事業となってございま す。第６条
の一時借入金でござい ますが、一時借入金の 限度額は、令和７年度 同様に１億
円と定めております。 第７条は予定支出の各 項の経費の金額の流用 を定めてお
り、流用することがで きる場合は、１号とし て簡易水道事業費用の うち、営業
費用、営業外費用及び 特別損失間の流用、２ 号として、資本的支出 のうち、建
設改良費、企業債償還 金及び固定資産購入費 間の流用としてござい ます。第８
条の議決を得なければ 流用することができな い経費としまして、次 に掲げる費
用については、その経 費の金額を、それ以外 の経費の金額に流用し 、又はそれ
以外の経費をその経費 の金額に流用する場合 は、議会の議決を経な ければなら
ないものとしてござい ます。１号としてこち らは職員給与費２,３ ９７万３,０
００円を計上しており ます。第９条の他会計 の補助金につきまして は、一般会
計からの簡易水道事業 会計へ補助を受ける額 として８,６３９万８,０００円を
計 上 し て お り ま す 。 令 和 ７ 年 度 対 比 ６ 万 ２,０ ０ ０ 円 の 減 額 と な っ て ご ざ い ま
す。また資料の１１ペ ージ以降につきまして は、給与費明細書関係 資料、令和
８年度平取町簡易水道 事業会計予定キャッシ ュ・フロー計算書、令 和８年度平
取町簡易水道事業予定 貸借対照表、令和７年 度平取町簡易水道事業 会計予定損
益計算書、令和７年度 平取町簡易水道事業会 計予定貸借対照表、注 記事項を添
付してございますので 、あわせてご確認いた だければと思います。 以上で議案
第２０号、令和８年度 平取町簡易水道事業会 計の予算説明とさせて いただきま
すので、ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

四 戸 副 議
長 

以上で、議案第１５号 から議案第２０号まで の令和８年度各会計予 算の説明が
終了しました。お諮り します。ただいま、提 案がありました令和８ 年度平取町
各会計予算については 、平取町議会の運営に 関する基準１１１、先 例１により
議員全員で構成する予 算審査特別委員会を設 置し、これに付託して 審査したい
と思います。ご異議ございませんか。 
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（異議なしの声） 

異議なしと認めます。したがって、日程第２０、議案第１５号から日程第２５、
議案第２０号までの令 和８年度平取町各会計 予算については、議員 全員で構成
する予算審査特別委員 会を設置し、これに付 託し、審査することに 決定しまし
た。 

休憩します。直ちに議 員・委員控室において 、予算審査特別委員会 の開催を求
めます。委員会が終わり次第、議事を再開いたします。 

 

（休憩 午後 ２時５１分） 

（再開 午後 ２時５６分） 

 

 再開します。 

休憩中に開催された予 算審査特別委員会にお いて、委員長及び副委 員長の互選
が行われ、その結果報 告が手元に参りました ので報告します。予算 審査特別委
員会、委員長には金谷 委員、副委員長には中 川委員。以上のとおり 互選されま
した。よろしくお願いいたします。 

以上で、本日の日程は全て終了しました。本日はこれで散会いたします。なお、
町議会定例会は、３月 ７日から３月９日まで を休会とし、３月１０ 日９時３０
分に再開しますので、よろしくお願いいたします。本日はご苦労さまでした。 

 

  

（閉 会 午後 ２時５８分） 

 


